
一

は
し
が
き

本
稿
は
南
米
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
一
九
世
紀
中
頃
の
独
裁
者
の
事
実
上
の
夫
人
で
、
美
貌
を
う
た
わ
れ
た
「
エ
リ
ー
ザ
・
リ
ン
チ
」
夫

人
の
生
涯
を
素
描
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
エ
リ
ー
ザ
・
リ
ン
チ
と
い
う
女
性
の
名
を
耳
に
す
る
の
は
初
め
て
と
い
う
人
は
多
い
で
あ
ろ
う
。
私
自
身
、
こ
の
名
を
初
め
て

知
っ
た
の
は
、
ま
だ
大
学
院
の
学
生
だ
っ
た
時
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
時
々
、「
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
協
会
」
の
理
事
長
で
あ
っ
た
井
澤

實
先
生
を
訪
ね
て
、
教
え
を
受
け
て
（
１
）

い
た
。
井
澤
先
生
は
、
外
務
省
に
長
ら
く
勤
務
さ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
事

情
に
つ
い
て
御
造
詣
深
く
、
そ
の
地
域
を
専
攻
す
る
学
者
が
育
ち
つ
つ
い
る
頃
で
、
先
生
は
、
当
時
、
駒
場
で
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
学
」

の
講
義
を
担
当
さ
れ
て
お
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
私
は
法
学
部
の
出
身
、
大
学
院
も
法
律
専
攻
で
、
法
律
学
で
は
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
、

英
米
が
主
流
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
私
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
関
連
す
る
講
座
を
聴
講
す
る
機
会
な
く
、
私
が
関
心
を
向
け
始
め
て
い

た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
法
研
究
は
暗
中
模
索
の
状
況
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
井
澤
先
生
の
一
言
一
句
は
、
当
時
の
私
に
と
っ
て
干
天

の
慈
雨
で
あ
っ
た
。
先
生
は
歴
史
に
詳
し
く
、
ま
た
蔵
書
家
で
、
現
地
の
出
版
事
情
、
書
店
の
情
報
に
も
通
じ
て
お
ら
れ
、
私
は
、
ラ

傾
城
の
美
姫
「
エ
リ
ー
ザ
・
リ
ン
チ
夫
人
」
小
伝

中

川

和

彦

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
研
究
に
必
要
な
書
籍
、
資
料
に
つ
い
て
教
え
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
そ
う
い
う
会
話
の
な
か
で
、
あ
る
日
、
先

生
か
ら
「
エ
リ
ー
ザ
・
リ
ン
チ
」
夫
人
の
話
し
を
聞
か
さ
れ
た
。
椿
姫
の
よ
う
な
境
遇
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
大
統
領
と
い
う
よ
り
独

裁
者
の
愛
人
、
事
実
上
の
夫
人
と
な
り
、
一
時
は
栄
華
を
極
め
る
が
、「
夫
」
の
死
と
と
も
に
す
べ
て
を
失
い
、
パ
リ
で
客
死
す
る
と

い
う
、
数
奇
な
生
涯
を
遂
げ
ら
れ
た
方
で
、
そ
の
人
の
伝
記
は
パ
ラ
グ
ア
イ
、
ま
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
行
け
ば
、
入
手
で
き
る
、
と
い

う
。
帰
宅
後
、
手
許
に
あ
っ
た
田
中
耕
太
郎
先
生
の
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
史
概
説
』
を
繙
く
と
、
リ
ン
チ
夫
人
に
関
連
し
て
、「
夫
」

に
影
響
力
あ
り
、
無
謀
な
「
三
国
戦
争
」（
三
国
同
盟
戦
争
）
を
起
こ
さ
せ
た
、
と
い
う
趣
旨
の
記
述
が
あ
（
２
）

っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
リ

ン
チ
夫
人
の
出
自
、
人
柄
に
つ
い
て
は
触
れ
て
お
ら
れ
な
い
。
そ
の
時
は
そ
れ
だ
け
で
、
法
律
学
の
展
開
と
は
ほ
と
ん
ど
関
係
が
な
い

よ
う
で
あ
り
、
ま
た
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
に
関
す
る
概
説
的
な
書
物
の
記
述
に
リ
ン
チ
夫
人
が
登
場
す
る
こ
と
は
（
３
）

稀
で
、
頭
の

片
隅
に
記
憶
が
残
っ
て
い
た
に
せ
よ
、
そ
れ
以
上
深
入
り
す
る
こ
と
な
く
、
夫
人
の
こ
と
は
私
の
主
要
な
関
心
事
で
は
な
く
な
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
十
余
年
ほ
ど
前
、
資
料
収
集
の
た
め
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
を
一
巡
す
る
旅
の
途
次
、
初
め
て
パ
ラ
グ
ア
イ
に
足
を

延
ば
し
た
。
そ
の
数
年
前
に
制
定
さ
れ
た
民
商
二
法
統
一
法
典
の
実
態
を
見
る
こ
と
が
主
た
る
目
的
で
あ
（
４
）

っ
た
。
そ
の
時
、
パ
ラ
グ
ア

イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
書
店
で
リ
ン
チ
夫
人
、ま
た
、夫
？
の
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
の
伝
記
が
多
く
店
頭
に
あ
る
の
を
見
か
け
る
。

そ
れ
ま
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
何
度
も
訪
れ
、
歴
史
も
の
も
含
め
、
か
な
り
書
籍
を
渉
猟
し
て
い
た
が
、
こ
の
出
会
い
は
初
め
て
で
あ

っ
た
。
数
冊
求
め
、
一
読
し
、
あ
ら
た
め
て
関
心
が
高
ま
っ
た
。
彼
女
は
、
一
時
、
女
王
の
ご
と
く
君
臨
し
た
が
、「
夫
」
の
死
後
、

国
外
に
追
放
さ
れ
、
パ
リ
で
貧
困
の
な
か
で
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。
書
物
の
な
か
に
は
、
落
魄
し
て
亡
く
な
っ
た
夫
人
を
貶
す
、
死
者

に
む
ち
打
つ
よ
う
な
内
容
の
記
述
を
含
む
も
の
も
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
三
〇
年
代
の
チ
ャ
コ
戦
争
で
、
愛
国
心
が
盛
り
上
が
る

趨
勢
の
中
で
、「
夫
」
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
の
名
誉
が
回
復
さ
れ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
中
心
部
に
あ
る
国
家
英
雄

顕
彰
宮
に
祭
ら
れ
る
。
次
い
で
、
一
九
五
〇
年
頃
か
ら
血
縁
者
な
ど
の
努
力
も
あ
り
、
夫
人
の
「
夫
」
へ
の
献
身
ぶ
り
が
評
価
さ
れ
、

――１６５（２）



逝
去
か
ら
七
五
年
の
後
、
夫
人
の
遺
骸
（
遺
灰
？
）
が
パ
リ
の
墓
地
か
ら
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
移
送
さ
れ
、
名
誉
を
回
復
し
て
い
る
こ
と

を
知
り
、
美
女
の
栄
枯
盛
衰
の
生
涯
、
さ
ら
に
、
名
誉
回
復
の
事
情
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
世
論
の
推
移
に
好
奇
心
を
そ
そ
ら
れ
た
。

そ
れ
か
ら
、
リ
ン
チ
夫
人
に
関
す
る
文
献
を
渉
猟
し
始
め
た
が
、
利
用
で
き
る
図
書
館
に
ほ
と
ん
ど
所
蔵
さ
れ
て
な
い
。
旅
先
の
海
外

の
古
書
店
に
立
寄
る
際
、
ま
た
、
最
近
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
も
探
し
て
い
る
が
、
入
手
は
容
易
で
は
な
い
。
努
力
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
期
待
す
る
程
に
は
集
ま
ら
な
い
。
現
在
ま
で
参
照
で
き
た
資
料
は
僅
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
与
え
ら
れ
た
こ
の
機
会
に
、

リ
ン
チ
夫
人
の
生
涯
を
跡
付
け
よ
う
と
思
う
。
ま
ず
、
手
許
に
あ
る
リ
ン
チ
夫
人
、「
夫
」
の
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
の
伝
記
、
三
国
同

盟
戦
争
に
関
連
す
る
文
献
を
、
次
に
掲
げ
よ
う
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
書
物
を
通
覧
す
る
と
、
玉
石
混
交
で
、
中
に
は
、
悪
い
意
味

で
の
大
衆
小
説
の
よ
う
な
も
の
も
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
人
た
ち
に
と
り
、
一
九
世
紀
半
ば
、
余
り
知
ら
れ
て
い
な
い
辺
境
の
パ
ラ
グ

ア
イ
に
赴
い
た
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身
の
美
女
と
野
獣
の
よ
う
な
独
裁
者
と
の
ラ
ブ
ロ
マ
ン
ス
は
大
衆
を
引
き
付
け
る
格
好
の
ス
ト
ー
リ

ー
で
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

H
ector

Florencio
V

alera,
E

lisa
L

ynch,
por

O
rion

(pseud,)
1870,

B
uenos

A
ires

(Im
prenta

de
la

T
ribuna).

（
上
智
大
学

イ
ベ
ロ
ア
メ
リ
カ
研
究
所
の
御
好
意
に
よ
る
）

H
enry

L
yon

Y
oung,

E
liza

L
ynch.

R
egent

of
P

araguay,
1966,

L
ondonn

(A
nthony

B
lond).

A
lyn

B
rodsky,

M
adam

e
L

ynch
and

F
riend.

T
he

true
account

of
an

Irish
adventuress

and
the

dictator
of

P
araguay

w
ho

destroyed
that

A
m

erican
nation.

1975,
L

ondon
(H

arper
&

R
ow

).

G
raham

Shelby,
M

adam
e

L
ynch.

E
l

fuego
de

una
vida.

1992,
B

uenos
A

ires
(E

ditorial
Sudam

ericana)
(T

ítulo
del

origi

nal
en

ingles:
D

em
and

the
w

orld,
T

raducción
de

E
lvio

E
.

G
andolfo).

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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Sian
R

ees,
T

he
Shadow

s
of

E
lisa

L
ynch.

H
ow

a
nineneteeth−

century
Irish

courtesan
becam

e
the

m
ost

pow
erful

w
om

an

in
P

araguay,
2003,

L
ondon

(H
eadline

B
ook

Publishing).

L
ily

T
uck,

T
he

N
ew

s
from

P
araguay.

A
N

ovel,
2004,

N
ew

Y
ork

(H
arper

C
ollins)

A
rturo

B
ray,

Solano
L

ópez.
Soldado

de
la

G
loria

y
del

Ingortunio,
3a.

E
dición,

1984,
A

sunción
(C

arlos
Schaum

an).

H
arris

G
aylord

W
arren

w
ith

the
assistance

of
K

atherine
F.

W
arren,

P
araguay

and
the

T
riple

A
lliance.

T
he

P
ostw

ar

D
ecade,1869−

1878,
A

ustin
(Institute

of
L

atin
A

m
erican

Studies,
T

he
U

nm
iversity

of
T

exas
at

A
ustin).

H
arris

G
aylord

W
arren

w
ith

the
assistance

of
K

atharine
F.

W
arren,

R
ebirth

of
the

P
araguayan

R
epublic.

T
he

F
irst

C
olorado

E
ra,

1878−
1904,

1985,
Pittsburgh

(U
niversity

of
Pittsburgh

Press).

（
１
）
井
澤
先
生
の
単
独
の
御
著
書
は
少
な
い
。
歴
史
関
係
で
は
、
左
記
が
あ
る
。

井
沢
実
『
大
航
海
時
代
夜
話
』
一
九
七
七
年
、
岩
波
書
店
。

巻
末
の
増
田
義
郎
教
授
執
筆
の
解
説
に
、
学
者
と
し
て
の
井
澤
先
生
の
人
と
な
り
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
田
中
耕
太
郎
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
史
概
説
』
下
巻
、
（
昭
和
二
四
年
、
岩
波
書
店
）、
一
〇
七
ペ
ー
ジ
。

（
３
）
代
表
的
な
概
説
書
で
あ
る
、
左
記
も
、
田
中
耕
太
郎
先
生
の
記
述
と
同
じ
程
度
で
あ
る
。

井
沢
実
・
泉
靖
一
・
中
屋
健
一
監
修
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
』（
昭
和
三
九
年
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
協
会
）、
三
三
三
ペ
ー
ジ
以

下
。ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
史
の
左
記
の
概
説
は
、
三
国
戦
争
の
箇
所
で
も
リ
ン
チ
夫
人
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。

A
.

C
urtis

W
ilgus

&
R

aul
D

eça,
L

atin
A

m
erican

H
istory,

5
th

edition,
1963,

p.
312

et
seq.

し
か
し
、
普
及
す
る
左
記
の
概
説
は
、
リ
ン
チ
夫
人
に
言
及
す
る
が
、
田
中
耕
太
郎
先
生
の
記
述
と
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
。

H
ubert

H
erring,

A
H

istory
of

L
atin

A
m

erica
from

the
B

eginnings
to

the
P

resent,
2

nd
edition,

enlarged,
1964,

N
ew

Y
ork

(A
l-

fred
A

.
K

nopf),
p.

713
et

seq.

――１６３（４）



二

パ
ラ
グ
ア
イ
と
い
う
国

リ
ン
チ
夫
人
が
生
活
し
、
第
二
の
祖
国
と
な
っ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
国
を
最
初
に
簡
単
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
近
時
、
サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん

に
な
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
国
出
身
の
選
手
の
活
躍
が
あ
る
た
め
も
あ
っ
て
、
そ
の
国
の
名
前
は
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、

パ
ラ
グ
ア
イ
国
の
正
確
な
場
所
、
位
置
は
、
近
く
の
ウ
ル
グ
ア
イ
と
混
同
さ
れ
が
ち
で
、
海
に
面
し
て
い
る
の
は
、
ど
ち
ら
の
国
か
、

正
し
く
指
摘
で
き
る
人
は
多
く
な
い
で
あ
ろ
う
。
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
ボ
リ
ビ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
お
よ
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
三
ヵ
国
に
取

り
囲
ま
れ
た
、
内
陸
国
で
、
南
ア
メ
リ
カ
の
心
臓
の
よ
う
な
場
所
を
占
め
る
。
ウ
ル
グ
ア
イ
に
は
、
直
接
国
境
を
接
し
て
い
な
い
。
そ

の
面
積
は
、
そ
ん
な
に
広
く
な
く
、
凡
そ
四
〇
万
平
方
キ
ロ
、
わ
が
国
の
一
、
一
倍
し
か
な
い
。
人
口
は
、
近
時
、
六
〇
〇
万
を
や
っ

と
超
え
た
く
ら
い
。
住
民
の
九
〇
％
以
上
は
先
住
し
て
い
た
グ
ア
ラ
ニ
族
と
ス
ペ
イ
ン
人
の
混
血
と
言
わ
れ
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
グ
ア
ラ

ニ
語
が
国
語
で
あ
る
（
憲
法
に
そ
の
趣
旨
の
規
定
が
（
１
）

あ
る
）。
主
要
産
業
は
農
牧
林
業
で
、
輸
出
総
額
の
約
半
分
を
占
め
る
（
特
に
、

大
豆
の
輸
出
額
は
世
界
第
四
位
）。
地
下
の
鉱
物
資
源
は
な
く
、
一
人
当
た
り
の
国
民
所
得
（
Ｇ
Ｎ
Ｉ
）
は
や
っ
と
一
、
〇
〇
〇
ド
ル

を
超
え
た
く
ら
い
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
間
で
も
豊
か
な
方
の
国
で
は
（
２
）

な
い
。

パ
ラ
グ
ア
イ
の
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
は
人
口
六
〇
万
、
緑
の
多
い
街
で
あ
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
河
に
面
し
、
港
の
機
能
も
持
つ
。
し
か

し
、
街
の
た
た
ず
ま
い
は
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
大
国
の
都
市
の
そ
れ
と
比
べ
れ
ば
、
地
方
の
中
規
模
の
都
市
の
感
じ
で
、
私
が
訪
れ

た
頃
、
街
の
中
心
部
に
お
い
て
す
ら
、
交
差
点
に
交
通
信
号
は
な
く
、
警
官
が
交
通
整
理
に
あ
た
っ
て
い
た
。
市
内
電
車
の
路
線
が
幾

（
４
）
中
川
和
彦
稿
「
パ
ラ
グ
ア
イ
国
一
九
八
五
年
市
民
法
典
の
成
立
」『
成
城
法
学
』
二
七
号
（
昭
和
六
三
年
三
月
）
五
五
ペ
ー
ジ
以
下
を
参

照
。
な
お
。
こ
の
小
論
の
執
筆
当
時
、
筆
者
は
ま
だ
同
国
を
訪
れ
て
い
な
か
っ
た
。

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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つ
か
あ
っ
た
が
、
電
車
の
車
両
の
、
破
損
し
た
窓
ガ
ラ
ス
を
ベ
ニ
ヤ
板
で
修
復
し
て
い
た
。
鉄
道
の
駅
が
あ
り
（
南
米
で
早
く
、
鉄
道

路
線
が
建
設
さ
れ
た
）、
駅
を
訪
れ
る
と
、
燃
料
の
マ
キ
が
入
荷
し
な
い
た
め
、
当
分
の
間
運
行
休
止
の
掲
示
が
あ
っ
た
。
イ
ギ
リ
ス

で
出
版
さ
れ
た
旅
行
案
内
の
『
サ
ウ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
の
記
述
に
書
店
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

所
番
地
に
書
店
ら
し
き
店
鋪
が
見
当
た
ら
な
い
。
警
官
に
訊
ね
る
と
、
す
ぐ
近
く
の
公
園
敷
地
内
の
テ
ン
ト
張
り
の
仮
？

店
鋪
を
指

示
さ
れ
た
。
そ
こ
が
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
代
表
的
な
書
店
で
あ
っ
た
。
展
示
さ
れ
て
い
る
書
籍
を
眺
め
る
と
、
パ
ラ
グ
ア
イ
現
地

で
印
刷
、
刊
行
さ
れ
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
多
く
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
か
ら
の
輸
入
で
あ
る
。
も
う
一
つ
気
付
い
た
こ
と
は
、
外

国
語
の
辞
典
が
西
英
、
西
仏
に
劣
ら
ず
、
西
独
も
多
い
こ
と
で
、
こ
の
国
へ
の
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
移
住
者
の
社
会
と
い
う
か
、
層
の
重

み
を
感
じ
さ
せ
た
。
余
談
で
あ
る
が
、
ド
イ
ツ
の
哲
学
者
ニ
ー
チ
ェ
の
妹
エ
リ
ザ
ベ
ス
が
一
八
八
七
年
、
同
志
一
四
家
族
と
パ
ラ
グ
ア

イ
に
移
住
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
現
地
の
自
然
に
順
応
で
き
ず
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
は
数
年
で
、
ド
イ
ツ
に
帰
り
、
兄
の
介
護
、
か
つ
兄

の
著
作
の
整
理
に
当
た
る
が
、
移
住
し
た
ド
イ
ツ
人
コ
ロ
ニ
ー
は
存
続
し
て
い
る
、
と
（
３
）

い
う
。
日
本
か
ら
の
移
住
者
は
多
く
な
く
、
企

業
か
ら
派
遣
の
一
時
滞
在
者
も
含
め
、
日
本
人
、
日
系
市
民
は
一
万
程
度
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
韓
国
系
の
移
住
者
は
三
万
と

も
一
〇
万
と
も
言
わ
れ
、
目
立
つ
存
在
と
な
っ
て
（
４
）

い
る
。

文
化
的
に
は
、
言
語
が
共
通
、
ま
た
、
交
通
の
利
便
も
あ
っ
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
影
響
が
強
い
よ
う
で
、
法
律
面
で
は
、
民
法
、

商
法
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
法
典
が
、
文
字
通
り
そ
の
ま
ま
、
長
く
施
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
一
九
八
五
年
市
民

法
典
は
、
少
な
く
と
も
そ
の
構
成
に
つ
い
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
法
の
影
響
を
受
け
て
（
５
）

い
る
。

パ
ラ
グ
ア
イ
に
は
目
立
つ
観
光
資
源
が
少
な
い
。
前
述
の
『
サ
ウ
ス
・
ア
メ
リ
カ
ン
・
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
で
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
見

る
べ
き
も
の
と
し
て
、
首
都
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
他
に
、
イ
タ
イ
プ
の
水
力
発
電
所
、
ミ
シ
オ
ン
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
布
教
所
の
跡
、
そ
し

て
、
チ
ャ
コ
地
方
が
挙
げ
ら
れ
て
い
（
６
）

る
が
、
そ
の
国
に
特
別
の
関
心
の
あ
る
人
な
ら
と
も
か
く
、
一
般
の
観
光
客
を
惹
き
付
け
る
ほ
ど

――１６１（６）



の
魅
力
は
な
い
。
近
隣
の
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ボ
リ
ビ
ア
な
ど
の
諸
国
の
観
光
名
所
と
比
べ
る
と
、
か
な
り
見
劣
り
す
る
。

そ
の
せ
い
も
あ
っ
て
か
、
観
光
客
が
少
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
国
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
容
易
で
は
な
い
。
パ
ラ
グ
ア
イ
へ
の
民
間
航
空
の

直
航
便
を
運
行
し
て
い
る
の
は
ア
メ
リ
カ
の
航
空
会
社
の
み
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
の
乗
入
れ
は
な
い
。
無
論
、
日
本
か
ら
は
、
近
隣

国
か
ら
乗
継
ぎ
で
入
国
す
る
し
か
な
い
。
私
は
、
往
路
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
か
ら
ロ
ー
カ
ル
線
で
、
帰
路
は
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
行
き
の

飛
行
機
に
便
乗
し
た
。
そ
う
い
う
事
情
も
あ
っ
て
か
、
日
本
へ
の
郵
便
も
日
数
が
か
か
る
。
五
キ
ロ
の
書
籍
小
包
を
六
個
準
備
し
、
差

し
出
す
た
め
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
郵
便
局
に
赴
い
た
と
こ
ろ
、
係
員
か
ら
、
書
籍
は
航
空
貨
物
で
送
付
す
る
方
が
廉
価
で
あ
る
、
と
奨

め
ら
れ
、
裏
の
局
員
の
休
憩
室
の
よ
う
な
部
屋
で
、
段
ボ
ー
ル
の
箱
を
貰
い
、
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
、
小
包
を
解
体
し
、
三
〇
キ
ロ
近

く
の
書
籍
を
一
箱
に
ま
と
め
、
発
送
し
た
の
を
思
い
出
す
。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
々
は
、
こ
の
よ
う
に
す
ぐ
れ
て
親
切
と
い
う
か
、
従
順

で
あ
る
。
こ
こ
に
私
の
体
験
を
記
し
た
の
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
々
の
お
お
ら
か
な
国
民
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
で
あ
る
。

（
１
）
例
え
ば
、
一
九
六
七
年
憲
法
の
第
七
条
に
そ
の
趣
旨
の
規
定
が
あ
る
。
し
か
し
、
公
用
語
は
ス
ペ
イ
ン
語
で
あ
る
。M

arinas
O

tero,
L

as

C
ostituciones

del
P

araguay,
1978,

M
adrid

(E
diciones

C
ultura

H
ispánica

del
C

entro
Iberoam

ericano
de

C
ooperación),

p.
213.

（
２
）
パ
ラ
グ
ア
イ
に
つ
い
て
、
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

外
務
省
『
パ
ラ
グ
ア
イ
共
和
国
（
各
国
・
地
域
情
勢
）』（
二
〇
〇
五
年
一
一
月
現
在
）

http://w
w

w
.m

ofa.go.jp/m
ofaj/area/paraguay/

data.htm
l

『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
事
典
一
九
八
九
年
版
』
平
成
元
年
、
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
協
会
、
九
五
〇
ペ
ー
ジ
以
下
。

B
en

B
ox

(ed.),
F

oot
P

rint
South

A
m

erican
H

andbook
2006

,
82

nd
edition,

2005,
B

ath,
U

K
(F

ootprint
H

andbooks
L

td),
p.

1193

et
seq.,

G
eorge

Pendle,
P

araguay.
A

riverside
nation

.,
2

nd
edition,

1956,
L

ondon
(R

oyal
Institute

of
International

A
ffairs).

R
iordan

R
oett

and
R

ichard
Scott

Sacks,
P

araguay.
T

he
P

ersonalistt
L

egacy,
1991,

B
oulder

(W
estview

Press).
(

成
城
大
学
図
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書
館
所
蔵)

Paraguay,
in

[T
he

N
ew

E
ncyclopedia

B
ritanica

,
V

olum
e

25,
15

th
edition,

1988].
p.

421
et

seq.

L
ibrary

of
C

ongress,
A

C
ountry

Studies:
P

araguay.
http://w

w
w

.lcw
eb2.loc.gov/frd/cs/pytoc.htm

l

T
he

W
orld

F
act

B
ook:

P
araguay.

http://w
w

w
.odci.gov/cia/publications/factbook/geos/pa.htm

l

U
.

S.
D

epartm
ent

of
State,

B
ackground

N
ote:

P
araguay

(D
ecem

ber
2005),

http://w
w

w
.state.

gov/r/pa/ei/bgn/1841.htm
l

（
３
）

E
lisabeth

Forster−
N

ietzsche,
From

W
ikipedia,

the
free

encyclopedia.

http://en.w
ikipedia.org

左
記
も
参
照
。

ベ
ン
・
マ
ッ
キ
ン
タ
イ
ヤ
ー
（
藤
川
芳
郎
訳
）『
エ
リ
ー
ザ
ベ
ト
・
ニ
ー
チ
ェ

ニ
ー
チ
ェ
を
ナ
チ
に
売
渡
し
た
女
』
一
九
九
四
年
、
白

水
社
。

な
お
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
あ
る
、
こ
の
本
の
著
者
は
パ
ラ
グ
ア
イ
お
よ
び
ア
ス
ン
シ
オ
ン
を
紹
介
す
る
に
あ
た
り
、
ソ
ラ
ー
ノ
お
よ
び

リ
ン
チ
夫
人
に
触
れ
て
い
る
が
、
そ
の
叙
述
は
一
方
的
で
、
誹
謗
に
近
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
著
者
が
リ
ン
チ
夫
人
の
生
涯
に
つ
い
て
参

照
し
て
い
る
文
献
は
、
敵
意
あ
る
内
容
と
批
判
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。N

ickson,
op.

cit.,
p.

356.

（
４
）

Pico
Iyers,

F
alling

off
the

m
ap:

P
araguay

1992,
http://w

w
w

.Pyadopt.org/articles/FallingO
ffT

heM
ap.txt.

htm
l

（
５
）
中
川
、
前
掲
論
文
、
五
八
ペ
ー
ジ
以
下
参
照
。
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
独
立
後
、
一
八
四
二
年
の
「
司
法
暫
定
法
」
で
、
ス
ペ
イ
ン
統
治
時
代

の
諸
法
令
を
存
続
さ
せ
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
四
六
年
、
ス
ペ
イ
ン
の
一
八
二
九
年
商
法
典
を
採
用
し
た
が
、
一
八
七
〇
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
の
一
八
六
二
年
法
典
を
、パ
ラ
グ
ア
イ
の
第
二
次
の
商
法
典
と
し
て
採
用
、ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
一
八
八
九
年
に
新
商
法
典
を
制
定
す
る
と
、

一
八
九
一
年
に
パ
ラ
グ
ア
イ
は
そ
れ
を
文
字
ど
お
り
に
採
用
す
る
。
民
法
典
に
つ
い
て
は
、
一
八
六
七
年
法
で
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
一
八
六

九
年
民
法
典
（
い
わ
ゆ
る
ヴ
ェ
レ
ス‖

サ
ル
ス
フ
ィ
エ
ル
ド
法
典
）
を
採
用
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
細
か
い
改
正
を
受
け
て
い
た
も
の
の
、

こ
れ
が
市
民
法
典
の
制
定
ま
で
の
状
況
で
あ
っ
た
。
詳
細
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Juan
José

Soler,
Introducción

al
D

erecho
P

araguayo
,

1954,
M

adrid
(E

diciones
C

ultura
H

ipánica),
p.

282
y

sgte.

（
６
）

B
ox,

op.
cit.,

p.1195.
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三

リ
ン
チ
夫
人
の
生
い
立
ち

エ
リ
ー
ザ
・
リ
ン
チ
夫
人
は
庶
民
の
出
身
で
あ
り
、
彼
女
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
の
公
式
の
記
録
は
乏
し
い
。
夫
人
の
生
涯
の
大
方

の
記
述
は
、
夫
人
が
一
八
七
五
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
、
自
分
の
立
場
を
正
当
化
す
る
た
め
に
公
表
し
た
『
異
議
申
立
（
１
）

て
書
』
に
、

ほ
ぼ
、
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
夫
人
は
一
八
三
三
年
六
月
三
日
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
南
部
の
コ
ー
ク(C

ork)

で
生
ま
れ
た
。

そ
の
前
年
、
わ
が
国
で
は
大
塩
平
八
郎
が
蜂
起
し
て
お
り
、
そ
の
翌
年
、
蛮
社
の
獄
が
あ
っ
た
頃
で
あ
る
。
父
はJohn

L
ynch

、
母

はA
delaide

Schnock
で
あ
る
。
リ
ン
チ
夫
人
の
上
に
、
兄
二
人
、
姉
が
一
人
い
た
が
、
三
人
と
も
か
な
り
年
上
で
、
兄
二
人
は
海

軍
に
入
っ
て
お
り
、
姉
は
フ
ラ
ン
ス
人
と
結
婚
し
、
パ
リ
に
居
住
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
リ
ン
チ
夫
人
は
事
実
上
、
一
人
っ
子
の
状

態
で
あ
っ
た
。
父
親
は
医
師
で
、
ま
ず
ま
ず
の
生
活
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
リ
ン
チ
夫
人
も
、
相
当
に
良
い
教
育
を
受
け
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
リ
ン
チ
夫
人
は
エ
リ
ー
ザ
・
ア
リ
シ
ア
・
リ
ン
チ

(E
liza

A
licia

L
ynch)

と
名
の
っ
て
い
る
。
一
度
正
式
に
結
婚
し
た
夫
カ

ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
の
姓
は
、
別
居
後
、
原
則
と
し
て
使
用
せ
ず
、
マ
ダ
ム
・
リ
ン
チ
と
称
し
て
い
た
。
リ
ン
チ
は
メ
イ
ド
ゥ
ン
・
ネ

ー
ム
で
あ
る
。
ま
た
、
エ
リ
ー
ザ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
の
略
称
で
あ
り
、
洗
礼
名
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
説
も
あ

る
。
と
も
あ
れ
、
本
稿
で
は
、
彼
女
を
指
称
す
る
の
に
、
場
合
に
よ
り
、
エ
リ
ー
ザ
あ
る
い
は
リ
ン
チ
夫
人
を
用
い
る
。

リ
ン
チ
と
い
う
姓
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
は
珍
し
く
な
い
。
夫
人
に
よ
る
と
、
父
方
の
先
祖
を
遡
れ
ば
、
司
教
（
複
数
）
が
い
た
し
、

母
方
の
血
縁
者
に
は
治
安
判
事

(M
agistrate)

、
海
軍
の
高
級
士
官
も
い
た
と
い
う
。
と
も
か
く
、
夫
人
の
父
親
は
土
地
を
持
た
な
い

紳
士
で
、
楽
天
的
な
人
柄
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
す
ぐ
れ
て
豊
か
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
ほ
ど
ほ
ど
の
暮
ら
し
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、

一
八
四
五
年
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
が
主
食
に
し
て
い
た
ジ
ャ
ガ
イ
モ
に
胴
枯
れ
病
が
発
生
し
、
四
六
年
と
四
八
年
に
ジ
ャ
ガ
イ
モ

が
ほ
と
ん
ど
全
滅
す
る
。
い
わ
ゆ
る
「
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
飢
饉
」
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
救
援
対
策
が
不
充
分
で
、
当
時
の
ア
イ
ル

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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ラ
ン
ド
の
人
口
八
〇
〇
万
の
う
ち
一
〇
〇
万
が
飢
餓
な
ど
に
よ
り
死
亡
し
た
、
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
飢
餓
に
耐
え
か

ね
て
海
外
に
移
住
し
た
者
は
八
〇
万
か
ら
一
〇
〇
万
に
達
し
た
と
（
２
）

い
う
。

リ
ン
チ
一
家
も
、
海
外
に
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
コ
ー
ク
の
街
の
商
店
は
食
料
品
を
売
り
つ
く
し
、
救
援
委
員
会
の
事
務
所
も
、

配
給
す
る
食
料
が
な
く
な
り
、
閉
鎖
さ
れ
る
。
リ
ン
チ
家
で
は
、
使
用
人
は
と
っ
く
に
い
な
く
な
り
、
庭
の
木
の
根
を
掘
っ
て
、
ス
ー

プ
に
す
る
状
況
で
あ
っ
た
。
座
し
て
餓
死
す
る
よ
り
、
と
パ
リ
の
娘
の
誘
い
を
受
け
て
、
金
を
工
面
し
、
リ
ン
チ
一
家
三
人
は
、
海
路
、

フ
ラ
ン
ス
に
向
か
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
が
一
〇
歳
の
年
で
あ
る
。
こ
の
幼
い
時
の
窮
乏
、
飢
餓
の
体
験
、
特
に
、
コ
ー
ク
を
出
立
す
る
時

の
波
止
場
の
混
乱
、
凄
惨
な
光
景
の
恐
怖（
無
賃
で
乗
船
し
よ
う
と
す
る
難
民
が
突
き
落
と
さ
れ
る
）が
エ
リ
ー
ザ
の
心
の
大
き
な
傷
、

ト
ラ
ウ
マ
と
（
３
）

な
る
。
し
か
し
、
パ
リ
に
落
ち
つ
い
た
一
家
の
生
活
は
期
待
し
た
よ
う
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
フ
ラ
ン
ス
も

含
め
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
情
は
不
安
定
で
あ
っ
た
。
一
八
四
八
年
二
月
、
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
「
共
産
党
宣
言
」
が
発
表
さ

れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ル
イ
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
亡
命
、
第
二
共
和
政
が
成
立
（
二
月
革
命
）、
一
八
五
二
年
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
即
位

し
、
第
二
帝
政
が
成
立
す
る
。
そ
う
い
う
変
革
の
流
れ
に
あ
っ
て
、
父
親
は
資
産
運
用
の
才
覚
な
く
、
携
え
た
資
金
の
投
資
は
成
功
し

な
い
。
頼
り
に
す
る
娘
婿
は
音
楽
家
で
あ
り
、
決
し
て
高
収
入
で
は
な
い
。
そ
の
頃
の
エ
リ
ー
ザ
の
日
常
は
明
白
で
は
な
い
。
学
校
に

在
籍
し
た
記
録
は
な
い
が
、
貧
し
い
な
か
で
、
勉
学
（
特
に
フ
ラ
ン
ス
語
）、
音
楽
の
稽
古
（
ピ
ア
ノ
）
に
励
ん
で
い
た
よ
う
で
（
４
）

あ
る
。

こ
う
し
た
生
活
の
な
か
で
、
一
四
歳
に
な
っ
た
エ
リ
ー
ザ
は
結
婚
を
決
意
す
る
。
相
手
は
、
父
親
と
い
っ
て
も
い
い
よ
う
な
年
齢
の

カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ

（
５
）

(Q
uatrefages)

で
、
フ
ラ
ン
ス
陸
軍
の
騎
兵
隊
に
勤
務
す
る
獣
医
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
の
決
心
は
固
い
。

両
親
も
娘
の
遺
志
を
尊
重
す
る
。
持
参
金
な
し
で
、
娘
と
結
婚
し
て
く
れ
る
相
手
で
安
堵
す
る
と
同
時
に
、
娘
の
養
育
か
ら
解
放
さ
れ

る
か
ら
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
は
美
人
に
成
長
し
て
い
る
。
背
丈
も
あ
り
、
実
際
の
年
よ
り
年
嵩
に
み
え
た
。
そ
し
て
、
一
八
五
〇
年

六
月
三
日
、
イ
ギ
リ
ス
帰
り
、
国
教
教
会
で
挙
式
（
６
）

す
る
。
エ
リ
ー
ザ
一
五
歳
で
あ
る
。

――１５７（１０）



こ
の
結
婚
は
、
エ
リ
ー
ザ
に
と
り
愛
の
た
め
で
は
な
く
、
貧
し
さ
か
ら
の
解
放
、
逃
れ
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
は
、
夫
に
従
っ
て
、

任
地
の
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
駐
屯
地
で
生
活
を
始
め
る
。
し
か
し
、
こ
の
生
活
は
パ
リ
の
華
や
か
な
日
常
に
馴
染
ん
で
い
た
エ
リ
ー
ザ
に

と
り
堪
え
難
い
倦
怠
の
日
々
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
エ
リ
ー
ザ
は
、
駐
屯
地
の
同
僚
士
官
の
妻
た
ち
と
の
退
屈
な
交
際
に
二
年
間
耐
え

た
。
そ
し
て
、
我
慢
し
き
れ
な
く
な
り
、
パ
リ
に
帰
る
。
エ
リ
ー
ザ
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
風
土
に
馴
染
め
ず
、
健
康
を
害
し
て
パ
リ

に
帰
っ
た
、
と
、
自
伝
的
な
『
異
議
申
立
て
書
』
に
記
し
て
い
る
。
そ
の
時
、
エ
リ
ー
ザ
は
一
（
７
）

八
歳
。

と
こ
ろ
が
、
婚
家
を
飛
び
出
し
た
エ
リ
ー
ザ
に
帰
る
家
は
な
か
っ
た
。
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
に
い
る
間
に
、
父
親
は
亡
く
な
っ
て
お
り
、

母
親
は
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
に
帰
国
。
音
楽
家
と
結
婚
し
て
い
た
姉
は
、
夫
に
つ
い
て
地
方
に
転
居
し
て
い
る
。
今
さ
ら
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア

の
夫
の
も
と
に
帰
れ
ず
、
エ
リ
ー
ザ
に
残
さ
れ
た
道
は
二
つ
し
か
な
か
っ
た
。
一
つ
は
、
母
親
を
追
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
へ
の
帰
国
。
そ
れ
は
、
窮
乏
の
生
活
を
意
味
し
、
過
去
の
飢
餓
の
記
憶
が
蘇
り
、
そ
の
道
を
と
う
て
い
選
択
で
な
い
。
今
一
つ
の
残

さ
れ
た
道
は
、
パ
リ
に
残
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
頼
る
べ
き
家
族
は
い
な
い
。
相
談
を
持
ち
か
け
る
親
友
も
、
知
人
も
い
な
い
。

当
時
、
若
い
女
性
に
と
り
、
生
活
の
糧
を
う
る
こ
と
は
な
み
大
抵
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
エ
リ
ー
ザ
に
あ
る
の
は
、
そ
の

若
さ
と
美
貌
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
エ
リ
ー
ザ
は
遺
志
の
強
い
女
性
で
あ
っ
た
。
一
旦
決
心
す
る
と
、
彼
女
は
「
愛
」
を
捨
て
る
。

彼
女
は
男
性
を
「
幸
せ
」
に
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
し
、
ま
た
、
彼
女
を
「
幸
せ
」
に
し
て
く
れ
る
男
性
と
出
会
え
る
こ
と
も
な
い
で

あ
ろ
う
、
と
エ
リ
ー
ザ
は
、
そ
の
年
齢
で
自
分
に
悟
ら
せ
よ
う
と
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
富
、
権
力
、
独
立
の
三
つ
を
目
標
と

し
、
目
標
到
達
の
手
段
と
し
て
、
自
分
自
身
を
利
用
す
る
。
し
か
し
、
身
を
売
る
こ
と
は
彼
女
に
と
り
忌
む
べ
き
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

し
て
、
今
様
の
言
葉
で
言
え
ば
、
援
助
交
際
の
相
手
を
求
め
る
。
そ
れ
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
で
は
な
く
、
外
国
人
、
し
か
も
、
永

久
的
の
保
護
者
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
（
８
）

っ
た
。
私
は
パ
リ
の
夜
と
い
う
か
闇
の
世
界
の
事
情
を
よ
く
知
ら
な
い
。
た
だ
、
デ
ュ
マ（
子
）

の
『
椿
姫
』（
一
八
四
八
年
）
の
モ
デ
ル
が
一
八
四
〇
年
代
の
中
頃
、
パ
リ
の
社
交
界
に
浮
き
名
を
な
が
し
て
い
た
マ
リ
ー
・
デ
ュ
プ

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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レ
シ
が
モ
デ
ル
で
あ
る
こ
と
は
承
知
し
て
（
９
）

お
り
、
エ
リ
ー
ザ
も
、
そ
の
よ
う
な
巷
の
風
評
を
あ
る
程
度
見
聞
き
し
て
い
た
、
と
思
わ
れ

る
。こ

う
い
う
心
境
に
至
っ
た
エ
リ
ー
ザ
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
大
使
の
資
格
で
パ
リ
に
来
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ロ
サ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
と
出

会
う
。
二
人
の
出
会
い
の
場
面
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
大
衆
小
説
に
ま
か
せ
、
ロ
サ
ー
ノ
は
、
エ
リ
ー
ザ

を
見
て
、
一
目
惚
れ
す
る
。
そ
れ
か
ら
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
攻
め
で
、
彼
女
の
「
愛
」
を
射
止
め
、
エ
リ
ー
ザ
は
ロ
サ
ー
ノ
の
「
求
愛
」
を

受
け
入
れ
る
。
ロ
サ
ー
ノ
は
決
し
て
好
男
子
で
は
な
か
っ
た
。
当
時
、
ロ
サ
ー
ノ
に
面
識
の
あ
っ
た
人
に
よ
れ
ば
、
グ
ア
ラ
ニ
と
の
混

血
で
、
ア
フ
リ
カ
系
の
特
色
も
外
貌
に
あ
っ
た
と
い
う
。
背
丈
は
エ
リ
ー
ザ
の
方
は
高
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
の
取
り
合
わ
せ
を

美
女
と
野
獣
に
た
と
え
る
記
述
も
あ
る
。
と
も
か
く
、
二
人
は
「
新
婚
旅
行
」
？
に
出
か
け
る
。
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
、
さ
ら
に
、
ク

リ
ミ
ア
の
戦
場
に
ま
で
足
を
延
ば
す
。
や
が
て
、
ロ
サ
ー
ノ
の
帰
国
の
時
が
来
る
。
彼
は
エ
リ
ー
ザ
に
同
行
を
懇
請
す
る
。
彼
女
に
と

り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
未
知
の
国
で
あ
る
。
そ
の
頃
、
そ
の
隣
国
ブ
ラ
ジ
ル
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
王
室
の
皇
帝
の
下
で
の
帝
政
で
あ
り
、
あ

る
程
度
知
ら
れ
て
い
た
。
エ
リ
ー
ザ
は
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
蕩
尽
に
近
い
金
遣
い
、
大
言
壮
語
の
よ
う
な
自
信
、
そ
し
て
、
比
較
的
知
ら
れ

て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
豊
か
さ
の
噂
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
情
を
推
測
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
と
の
生
活
に
自
分
の
運
命
を
賭
け
た
の
で
あ

る
。
二
人
は
一
八
五
四
年
一
一
月
一
一
日
、
ボ
ル
ド
ー
で
パ
ラ
グ
ア
イ
の
軍
艦
に
乗
り
込
み
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
向
か
う
。
エ
リ
ー
ザ
は

そ
の
時
妊
娠
し
て
（
１０
）

い
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
近
代
化
の
た
め
に
雇
傭
し
た
技
術
者
、
専
門
家
（「
お
雇
い
外
人
」）
の
一
行

も
乗
艦
す
る
。
エ
リ
ー
ザ
は
、
そ
の
間
の
事
情
を
、「
私
は
夫
と
別
居
し
て
か
ら
間
も
な
く
、
ロ
ペ
ス
元
帥
と
出
会
い
、
す
ぐ
そ
の
後
、

一
八
五
四
年
に
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
居
た
」
と
、『
異
議
申
立
て
書
』
に
記
し
て
（
１１
）

い
る
。
一
八
五
四
年
は
、
日
米
和
親
条
約
が
締
結

さ
れ
た
年
で
あ
り
、
ま
た
パ
リ
の
世
界
万
国
博
覧
会
が
開
か
れ
る
年
の
前
年
で
あ
る
（
一
八
五
五
年
五
月
か
ら
五
六
年
一
月
ま
で
開

催
）。

――１５５（１２）



（
１
）

E
liza

A
licia

L
ynch,

E
xposición

y
P

rotesta,
1875,

B
uenos

A
ires.

こ
の
書
物
は
未
見
で
あ
る
。
大
英
博
物
館(B

ritish
M

useum
)

が
所
蔵
し
て
い
る
由
で
、
冒
頭
部
分
の
英
訳
が
左
記
に
掲
げ
ら
れ
て
あ
る
。

B
rodsky,

op.
cit.,

p.2.
（
２
）
松
村
赳
・
富
田
虎
男
『
英
米
史
辞
典
』（
二
〇
〇
〇
年
、
研
究
社
）、
三
六
二
ペ
ー
ジ
。

（
３
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
32

et
seq.;

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
11.

（
４
）
リ
ン
チ
夫
人
が
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
を
愛
好
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
渡
っ
た
あ
と
も
、
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
興
じ
て
い
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
も
っ
と
も
、
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
が
若
い
エ
リ
ー
ザ
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
聞
い
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
・
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
道
を
進
む
べ
し
、
と

助
言
し
た
と
言
う
挿
話
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
神
話
？
で
あ
ろ
う
か
。B

rodsky,
op.

cit.,
p.

13.

な
お
、
小
説
と
副
題
が
つ

い
て
い
る
リ
ン
チ
夫
人
の
生
涯
を
描
く
下
記
の
書
物
に
は
、
彼
女
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を
知
人
が
懐
か
し
む
挿
話
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。T

ucker,

op.
cit.,

p.
241.

（
５
）
彼
の
名
は
下
記
の
パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
辞
典
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
リ
ン
チ
夫
人
と
結
婚
し
、
離
婚
し
な
い
た
め
、
内
縁
関

係
に
あ
っ
た
リ
ン
チ
夫
人
と
ロ
サ
ー
ノ
は
正
式
に
結
婚
で
き
な
か
っ
た
、
と
い
う
説
明
の
み
で
あ
る
。
た
だ
、
彼
の
フ
ル
ネ
ー
ム
がJean

L
ouis

A
rm

and
de

Q
uatrefages

と
記
述
さ
れ
て
い
る
。R.

A
ndrew

N
ickson,

H
istorical

D
ictionary

of
P

araguay ,
2

nd
edition

revised,

enlarged,
and

updated,
1993,

M
etuchen,

N
.

J.
&

L
ondon

(T
he

S
carecrow

Press,
Inc ),

p ,
480.

し
か
し
、
丁
寧
な
調
査
を
経
て
記
述

さ
れ
た
伝
記
で
は
、X

avier
Q

uatrefages

と
い
う
。B

rodsky,
op.

cit.,
p.

14
et

seq.

ア
メ
リ
カ
の
マ
イ
ア
ミ
大
学
教
授W

arren

も
同
じ

く
、Javier

(X
avier)

Q
uatrefage

と
記
述
し
て
い
る
。W

arren
w

ith
the

assistance
of

W
arren,

R
ebirth

,
p.

174.

と
こ
ろ
が
、
七
年
前
の

著
書
で
は
、H

ickson

と
同
じ
くJean

L
ouis

A
rm

and
de

Q
uatrefages

と
記
述
し
て
い
る

(P
araguay,

p.
236

）。
新
著
で
訂
正
し
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
、N

ickson

の
記
述
は
誤
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
夫
婦
は
別
居
し
た
後
、
居
住
し
た
大
陸
が
異
な
り
、
出
会
う
こ
と
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
リ
ン
チ
夫
人
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰

り
、
「
夫
」
ソ
ラ
ー
ノ
の
遺
産
の
取
戻
し
に
奔
走
す
る
際
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
当
時
、
人
妻
が
訴
訟
を
提
起
す
る
た
め
に
は
夫
の
同
意
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
法
律
上
、
カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
夫
人
で
あ
る
「
リ
ン
チ
夫
人
」
は
法
律
上
の
夫
の
同
意
書
が
必
要
と
な
り
、
夫
人
は
、

一
八
七
〇
年
の
暮
れ
、
長
く
別
居
し
て
い
た
カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
を
ボ
ル
ド
ー
に
訪
ね
、
一
八
五
四
年
に
委
任
状
を
作
成
し
た
旨
の
文
書

に
カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
に
署
名
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
。W

arren
w

ith
the

assistance
of

W
arren,

R
ebirth

,
p,

174.
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四

パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
（
そ
の
１
、
独
立
ま
で
）

パ
ラ
グ
ア
イ
の
詳
細
な
歴
史
を
記
述
す
る
こ
と
は
本
稿
の
目
的
で
は
な
い
が
。
リ
ン
チ
夫
人
の
「
夫
」
と
な
る
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス

が
政
治
の
舞
台
に
登
場
す
る
事
情
、
背
景
、
ま
た
三
国
同
盟
戦
争
で
争
う
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
と
の
国
際
関
係
を
理
解
す

る
た
め
に
、
一
九
世
紀
半
ば
過
ぎ
ま
で
の
歴
史
を
瞥
見
し
（
１
）

よ
う
。

（
６
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
35.

（
７
）

Y
oung,

op.
cit.,

p. 36
.

こ
れ
に
対
し
て
、
エ
リ
ー
ザ
は
、
騎
兵
隊
に
勤
務
す
る
若
い
士
官
と
親
し
く
な
り
、
ア
バ
ン
チ
ュ
ー
ル
が
、
一
線
を
越
え
、
士
官
と
エ
リ

ー
ザ
は
パ
リ
に
駆
け
落
ち
す
る
、
こ
れ
が
、
エ
リ
ー
ザ
の
婚
姻
の
破
局
、
パ
リ
行
き
の
事
情
と
い
う
説
が
あ
る
。
こ
の
士
官
は
ロ
シ
ア
の
貴

族
で
、
裕
福
で
、
サ
ン
ジ
ェ
ル
マ
ン
に
ア
パ
ル
ト
マ
ン
を
持
っ
て
お
り
、
二
人
は
そ
こ
に
落
ち
つ
く
が
、
か
り
そ
め
の
恋
は
長
続
き
し
な
い
。

上
昇
志
向
の
士
官
は
若
い
人
妻
と
の
同
棲
を
栄
達
の
障
害
と
み
た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
頃
、
急
を
告
げ
て
い
た
故
国
の
戦
争
（
ク
リ
ミ

ア
戦
争
一
八
五
三
年
〜
一
八
五
六
年
）
の
噂
で
帰
国
を
余
儀
無
く
さ
れ
た
の
か
、
二
人
の
関
係
に
終
止
符
が
う
た
れ
た
、
と
い
う
。B

rodsky,

op.
cit.,

p.
16

et
seq.

（
８
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
20.

（
９
）
瀬
沼
茂
樹
「
椿
姫
の
墓
（
世
界
文
学
散
策

２
）」（
村
上
菊
一
郎
／
鈴
木
力
衛
訳
『
ボ
ヴ
ァ
リ
ー
夫
人
／
椿
夫
人
』（
世
界
文
学
名
作
全

集

１２
）
昭
和
三
三
年
、
平
凡
社
）
別
刷
り
解
説
。

（
１０
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
40

et
seq.

こ
れ
に
対
し
、
エ
リ
ー
ザ
は
、
侍
女
を
連
れ
て
、
フ
ラ
ン
ス
の
客
船
に
乗
船
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に

行
き
、
一
日
遅
れ
て
出
航
し
た
セ
ラ
ー
ノ
乗
艦
の
軍
艦
と
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
港
で
合
流
し
た
と
言
う
説
明
が
あ
る
。R

ees,
op.

cit.,
p.

29

et
seq.

（
１１
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
2.
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現
在
の
パ
ラ
グ
ア
イ
を
含
む
、
グ
ア
ラ
ニ
族
が
居
住
す
る
地
域
に
初
め
て
足
を
踏
み
入
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
冒
険

者
で
、
一
五
二
四
年
、
パ
ラ
グ
ア
イ
河
に
到
達
す
る
。
こ
の
数
名
の
冒
険
者
は
、
先
住
民
の
要
請
に
協
力
、
遠
征
に
同
行
し
、
イ
ン
カ

の
周
辺
を
略
奪
す
る
。
そ
の
獲
得
し
た
「
銀
」
の
情
報
が
大
西
洋
沿
岸
の
ス
ペ
イ
ン
の
冒
険
者
に
伝
え
ら
れ
、
一
五
二
六
年
、
カ
ボ
ッ

ト
は
パ
ラ
グ
ア
イ
河
を
遡
航
す
る
。
数
年
の
後
、
ス
ペ
イ
ン
国
王
カ
ー
ル
五
世
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
計
画
を
聞
き
、
武
将
を
派
遣
し
、

ラ
プ
ラ
タ
川
か
ら
ペ
ル
ー
へ
の
ル
ー
ト
の
開
拓
を
命
ず
る
。
こ
の
探
検
と
い
う
か
作
戦
の
一
環
で
、
一
五
三
七
年
、
パ
ラ
グ
ア
イ
河
の

岸
辺
に
小
さ
い
要
害
が
建
設
さ
れ
る
。
こ
れ
が
、
現
在
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
の
創
設
と
な
る
。
ラ
プ
ラ
タ
河
の
河
口
の
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ

レ
ス
は
、
近
隣
の
先
住
民
が
ス
ペ
イ
ン
人
に
友
好
的
で
な
く
、
食
料
の
自
給
の
点
で
も
不
利
な
状
況
に
あ
っ
た
の
で
、
そ
の
広
大
な
地

域
を
支
配
す
る
総
督
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
を
本
拠
地
と
す
る
。
こ
う
し
て
、
ア
ン
デ
ス
の
黄
金
郷
か
ら
大
西
洋
、
さ
ら
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
本

国
へ
の
交
通
に
お
い
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
戦
略
的
に
も
重
要
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
先
住
す
る
グ
ア
ラ
ニ

族
が
ス
ペ
イ
ン
人
に
友
好
的
で
、
両
者
の
間
で
通
婚
が
進
み
、
混
血
す
る
。

カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
は
、
早
く
も
一
五
五
六
年
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
、
そ
し
て
、
布
教
の
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
士
が
一
五

八
八
年
に
こ
の
地
域
に
入
っ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
士
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
南
東
部
、
パ
ラ
ナ
河
の
東
側
（
こ
の
地
域
は
、
現
在
、

ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
領
、
ブ
ラ
ジ
ル
領
で
あ
る
）
で
布
教
活
動
し
、
教
化
村
を
建
設
し
、
先
住
民
に
手
工
芸
を
教
え
、
種
子
を
分
与
す
る
。

そ
し
て
、
先
住
民
の
搾
取
に
反
対
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
の
奴
隷
狩
り
の
攻
撃
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
人
の
保
護
に
努
力
す
る
。
し
か
し
、

一
七
六
七
年
の
イ
エ
ズ
ス
会
追
放
令
に
よ
り
、
こ
の
努
力
の
成
果
は
す
べ
て
崩
壊
す
る
。
修
道
士
た
ち
が
二
〇
〇
年
近
く
そ
の
地
に
居

住
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
教
化
村
の
廃
墟
を
除
い
て
、
そ
の
痕
跡
を
残
し
て
い
な
い
。
現
在
も
、
地
方
の
グ
ア
ラ
ニ
族
は
多
く
の
点

で
そ
の
固
有
の
伝
統
の
下
で
暮
ら
し
て
お
り
、
そ
の
言
語
も
話
さ
れ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
国
で
あ
り
、
グ
ア
ラ
ニ
語

は
、
そ
の
国
の
独
立
の
象
徴
と
な
っ
て
い
る
。
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イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
が
あ
っ
た
も
の
の
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
引
続
き
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
の
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
当
局
の
支
配
下
に

あ
っ
た
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
は
河
川
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
が
、
海
へ
の
出
口
の
必
要
か
ら
、
一
五
八
〇
年
、
放
棄
さ
れ
て
い
た
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
が
再
建
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
六
一
七
年
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
ア
ス
シ
オ
ン
か
ら
切
り
離
さ
れ
る
。
当
時
、
企
画
さ

れ
て
い
た
チ
ャ
コ
経
由
で
ア
ン
デ
ス
の
鉱
山
へ
の
交
通
路
が
実
現
せ
ず
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
体
制
に
お
け
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
重
要
性

が
評
価
さ
れ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
僅
か
に
、
そ
の
頃
、
強
ま
っ
て
い
た
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
南
方
へ
の
軍
事
圧
力
を
押
さ
え
る
こ
と

に
そ
の
役
割
し
か
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

一
七
二
一
年
、
ス
ペ
イ
ン
本
国
か
ら
派
遣
さ
れ
た
官
僚
の
主
導
の
下
で
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
有
力
市
民
が
ス
ペ
イ
ン
総
督
の
罷
免
を

求
め
て
蜂
起
す
る
。
当
時
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
ペ
ル
ー
の
副
王
の
管
轄
で
あ
っ
た
。
主
導
し
た
官
僚
は
捕
ら
え
ら
れ
、
処
刑
さ
れ
る
が
、

地
元
民
の
抵
抗
は
一
五
年
近
く
続
き
（
コ
ム
ネ
ー
ロ
ス
の
乱
）、
一
七
三
五
年
、
国
王
軍
が
勝
利
、
こ
こ
で
、
法
と
秩
序
が
回
復
さ
れ

る
。
し
か
し
、
こ
の
騒
乱
に
乗
じ
て
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
は
北
部
の
広
大
な
地
域
を
併
合
し
、
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
一
部
と
な
っ
て
い
る
。

一
七
七
六
年
、
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領
が
設
置
さ
れ
、
逆
に
パ
ラ
グ
ア
イ
は
そ
の
管
轄
下
に
編
入
さ
れ
た
。
し
か
し
、
外
部
、
ブ
ラ
ジ
ル

か
ら
の
侵
略
に
対
す
る
防
衛
の
負
担
（
民
兵
と
し
て
数
カ
月
の
勤
務
、
そ
の
た
め
、
労
働
力
が
不
足
す
る
）、
農
産
物
の
価
格
低
下
に

よ
る
輸
出
収
入
の
減
少
、
加
え
て
、
ラ
プ
ラ
タ
副
王
領
の
管
轄
下
に
入
り
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
下
位
に
お
か
れ
る
と
い
う
不
満
が

パ
ラ
グ
ア
イ
側
に
鬱
積
す
る
。
そ
し
て
、
地
理
上
の
遠
隔
と
い
う
か
、
閉
鎖
性
が
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
醸
し
出
す
。
一
九
世
紀
の
初
め
、

ナ
ポ
レ
オ
ン
が
ス
ペ
イ
ン
本
国
を
侵
略
し
、
国
王
を
退
位
さ
せ
た
頃
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
雰
囲
気
は
こ
う
い
う
状
況
に
あ
っ
た
。

一
八
〇
六
年
と
一
八
〇
七
年
と
、
二
度
に
わ
た
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
軍
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
侵
攻
を
試
み
る
が
、
市
民
の
義
勇
兵

と
い
う
か
、
民
兵
が
防
衛
に
成
功
、
副
王
の
権
威
が
失
墜
す
る
。
一
八
一
〇
年
五
月
、
フ
ラ
ン
ス
に
抵
抗
す
る
、
ス
ペ
イ
ン
本
国
の
中

央
評
議
会
の
解
体
の
知
ら
せ
が
届
き
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
カ
ビ
ル
ド
が
開
か
れ
、
ス
ペ
イ
ン
本
国
の
先
例
に
な
ら
っ
て
、
評
議
会

――１５１（１６）



（
フ
ン
タ
）
の
設
置
が
決
議
さ
れ
、
評
議
会
が
統
治
権
を
掌
握
す
る
。
こ
の
時
、
独
立
の
宣
言
は
な
か
っ
た
が
、
こ
れ
が
、
ラ
プ
ラ
タ

に
お
け
る
ス
ペ
イ
ン
の
支
配
の
終
り
と
理
解
さ
れ
て
（
２
）

い
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
の
評
議
会
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
へ
の
無
条
件
の
加
入
を

パ
ラ
グ
ア
イ
に
呼
び
掛
け
る
が
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
カ
ビ
ル
ド
は
拒
絶
。
こ
れ
に
対
し
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
、「
解
放
」
軍
を
派

遣
す
る
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
人
は
、
善
戦
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
軍
は
敗
走
。
パ
ラ
グ
ア
イ
は
ス
ペ
イ
ン
に
対
し
て
も
、
ま
た
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
に
対
し
て
も
独
立
と
い
う
考
え
が
さ
ら
に
強
ま
る
こ
と
に
な
る
。
一
八
一
一
年
五
月
一
四
日
の
政
変
を
ひ
き
起
す
。
ブ
エ
ノ
ス

ア
イ
レ
ス
の
軍
事
的
圧
力
に
怯
え
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
軍
事
援
助
を
求
め
よ
う
と
し
た
総
督
を
罷
免
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
六

日
、
執
政
評
議
会
が
設
置
さ
れ
、
憲
法
制
定
の
準
備
を
始
め
る
。
こ
う
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
が
達
成
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
が
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
を
承
認
し
た
の
は
、
一
八
五
二
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

五

パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
（
そ
の
２
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
独
裁
）

独
立
を
達
成
し
た
も
の
の
、
新
生
パ
ラ
グ
ア
イ
に
問
題
が
山
積
し
て
い
た
。
特
に
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
い
う
か
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
と
の
関
係
で
あ
る
。
執
政
評
議
会
の
一
員
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
シ
ア(José

G
aspar

R
oodríguez

de
Francia)

は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ

ス
と
対
等
の
連
邦
の
考
え
を
提
案
し
、
一
八
一
一
年
一
〇
月
、
協
定
が
結
ば
れ
る
。
こ
れ
は
、
事
実
上
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
を
承
認

（
１
）

C
arlos

R
.

C
enturión,

H
istoria

de
la

C
ultura

P
araguaya

,
2

tom
os,

1961,
A

sunción
(B

iblioteca
“O

rtiz
G

uerrero”),
p.

1
y

sgtes.;
Pendle,

op.
cit.,

p,
7

et
seq.;

R
oett

and
Sacks,

op.
cit.,

p.
13

et
seq.;

C
onquest

of
Paraguay,

C
olonial

Period,
in�

N
ickson,

op.
cit]

p.
156,

p.
140.

（
２
）
中
川
和
彦
稿
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
独
立
と
先
駆
的
憲
法
」『
成
城
法
学
』
六
一
号
（
平
成
一
二
年
三
月
）、
八
九
ペ
ー
ジ
。
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す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
頃
、
バ
ン
ダ
・
オ
リ
エ
ン
タ
ル
（
現
在
の
ウ
ル
グ
ア
イ
）
を
始
め
、
諸
地
方
と
の
抗
争
、
さ
ら

に
、
南
ア
メ
リ
カ
に
残
る
ス
ペ
イ
ン
軍
と
の
内
戦
に
明
け
暮
れ
し
て
い
た
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
政
権
が
パ
ラ
グ
ア
イ
の
兵
力
の
活
用
を

試
み
よ
う
と
す
る
と
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
こ
れ
に
反
発
、
協
定
は
無
効
と
な
る
。
そ
の
対
抗
策
と
し
て
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
政
権
は
パ

ラ
グ
ア
イ
を
封
鎖
す
る
な
ど
、
種
々
な
方
策
を
と
る
。
こ
う
い
う
事
態
を
前
に
し
て
、
一
八
一
三
年
一
〇
月
一
二
日
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は

正
式
に
独
立
国
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
と
の
協
定
を
拒
否
す
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
の
動
き
を
主
導
し
た
の
は

フ
ラ
ン
シ
ア
で
（
１
）

あ
る
。

一
八
一
三
年
の
終
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
国
会
は
フ
ラ
ン
シ
ア
を
最
高
執
政
に
推
戴
す
る
。
任
期
は
五
年
、
し
か
も
、
執
政
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
、
ま
た
均
衡
を
と
る
機
関
も
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
八
一
六
年
、
国
会
は
フ
ラ
ン
シ
ア
を
終
身
執
政
と
す
る
。
フ

ラ
ン
シ
ア
の
意
思
が
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
「
法
」
と
な
る
。
こ
れ
が
、
か
れ
が
逝
去
す
る
ま
で
、
二
四
年
も
続
く
。

フ
ラ
ン
シ
ア
は
一
七
七
六
年
生
ま
れ
で
あ
っ
た
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
運
動
に
か
か
わ
っ
た
の
は
四
〇
歳
台
の
半
ば
で
あ
っ

た
。
母
親
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
支
配
階
層
に
属
し
、
父
親
は
ブ
ラ
ジ
ル
の
煙
草
業
者
で
あ
っ
た
。
コ
ル
ド
バ
大
学
（
現
在
、
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
領
）
で
神
学
を
学
び
、
博
士
の
学
位
も
取
得
す
る
が
、
聖
職
者
へ
の
門
戸
が
閉
ざ
さ
れ
、
や
む
を
得
ず
、
進
路
を
法
曹
に
転
じ
、
ア

ス
ン
シ
オ
ン
で
、
弁
護
士
と
し
て
成
功
す
る
。
彼
も
、
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
支
配
体
制
の
下
で
、
栄
達
を
阻
ま
れ
て
い
た
植
民
地
生
ま

れ
（
ク
リ
オ
ー
ジ
ョ
）
の
一
人
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
シ
ア
は
フ
ラ
ン
ス
語
、
ラ
テ
ン
語
を
解
し
、
な
か
な
か
の
蔵
書
家
で
、
ル
ソ
ー
、

ヴ
ォ
ル
テ
ー
ル
、
デ
ィ
ド
ロ
ー
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
な
ど
を
読
み
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
賛
美
者
で
あ
っ
た
、
よ
う
で
（
２
）

あ
る
。

フ
ラ
ン
シ
ア
は
権
力
を
掌
握
す
る
と
、
国
会
は
、
執
政
が
必
要
と
判
断
す
る
時
に
限
り
、
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
、
フ
ラ
ン
シ
ア

は
、
あ
ら
ゆ
る
政
治
活
動
を
禁
止
し
、
特
別
の
宗
教
上
の
祝
日
を
除
き
、
大
衆
の
集
会
を
禁
止
す
る
。
フ
ラ
ン
シ
ア
は
彼
の
政
治
に
対

す
る
批
判
は
許
さ
ず
、
軍
隊
と
一
群
の
密
偵
の
力
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
を
統
治
し
、
独
裁
へ
の
道
を
歩
み
始
め
る
。
彼
は
、
そ
の
体
制
の

――１４９（１８）



打
破
を
目
指
す
動
き
、
あ
る
い
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
政
権
と
通
謀
す
る
陰
謀
？
を
危
惧
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
の
ス
ペ
イ
ン
の

植
民
地
に
対
す
る
制
約
が
な
く
な
り
、
外
国
人
が
独
立
し
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
富
を
求
め
て
な
だ
れ
込
み
、
パ
ラ
グ
ア
イ
を
「
略

奪
」
す
る
こ
と
を
黙
視
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
シ
ア
は
外
部
世
界
と
の
文
化
お
よ
び
通
商
の
関
係
を
断
つ
。
既
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
居
住

し
て
い
た
外
国
人
は
追
放
さ
れ
、
再
入
国
は
許
さ
れ
な
い
。
外
国
か
ら
の
移
住
は
禁
止
さ
（
３
）

れ
る
。
こ
の
禁
令
を
知
ら
ず
に
入
国
し
た
フ

ラ
ン
ス
国
籍
の
博
物
学
者
の
出
国
を
求
め
て
、
南
米
解
放
（
独
立
）
の
英
雄
シ
モ
ン
・
ボ
リ
ー
バ
ル
が
乗
り
出
さ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た

ほ
ど
で
（
４
）

あ
る
。
教
会
も
、
そ
れ
ま
で
の
特
権
を
奪
わ
れ
、
教
育
は
軽
視
と
い
う
よ
り
、
無
視
さ
れ
る
。

対
外
関
係
に
つ
い
て
、
特
に
膨
張
政
策
を
と
る
隣
接
す
る
ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
の
外
交
が
難
問
で
あ
っ
た
。
開
拓
地
を
襲

撃
す
る
先
住
民
の
問
題
で
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
関
係
が
緊
張
し
、
通
商
関
係
が
一
時
断
絶
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
特
定
の
地
の
み
で
、
か

つ
、
執
政
の
統
制
の
下
で
再
開
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
強
権
的
な
政
治
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
政
敵
で
す
ら
、
彼
の
謹
厳
で
清
廉
な
私
生
活
を
認
め
て

い
る
。
そ
し
て
、
彼
の
鉄
の
よ
う
な
意
思
に
基
づ
く
「
統
制
」
に
よ
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら
独
立
を
獲
得
し
た
も
の
の

政
争
、
混
迷
が
続
く
、
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
と
異
な
り
、
安
定
し
た
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
、「
鎖
国
政
策
」
に
よ
り
、
パ

ラ
グ
ア
イ
の
国
内
経
済
は
発
展
し
、
多
様
化
す
る
。
国
民
意
識
が
芽
生
え
、
自
立
心
が
高
ま
る
。
外
国
の
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
か
ら
、

国
民
の
同
一
性
が
維
持
出
来
た
、
と
も
言
わ
（
５
）

れ
る
。
一
口
に
言
っ
て
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
下
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
自
由
は
な
か
っ
た
け
れ

ど
も
、
パ
ン
と
秩
序
は
あ
っ
た
の
で
（
６
）

あ
る
。

（
１
）

Pendle,
op.

cit.,
p.

15
et

seq.

（
２
）

R
oett

and
Sacks,

op.
cit.,

p.
23;

Y
oung,

op.
cit.,

p.
8

et
seq.
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六

パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
（
そ
の
三
。
カ
ル
ロ
ス
・
ロ
ペ
ス
の
独
裁
）

一
八
四
〇
年
九
月
二
〇
日
、
フ
ラ
ン
シ
ア
が
亡
く
な
る
。
後
継
者
指
名
の
遺
書
な
く
、
後
継
す
る
政
治
家
、
官
僚
を
養
成
す
る
こ
と

も
な
い
ま
ま
の
逝
去
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
し
ば
ら
く
混
乱
す
る
が
、
ほ
ど
な
く
、
一
八
四
一
年
三
月
、
カ
ル
ロ
ス

・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ
ス(C

arlos
A

ntonio
L

ópez)

が
、
国
会
で
二
人
の
執
政
の
一
人
に
選
ば
れ
、
さ
ら
に
、
一
八
四
四
年
、
議
会

で
大
統
領
に
選
出
さ
（
１
）

れ
る
。
カ
ル
ロ
ス
の
逝
去
後
、
長
男
が
大
統
領
職
を
承
継
し
て
い
る
。
国
王
の
よ
う
に
、
「
ロ
ペ
ス
一
世
」「
二

世
」と
い
う
言
い
方
も
あ
ろ
う
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
王
国
で
は
な
い
の
で
、
父
子
を
区
別
す
る
た
め
、
本
稿
で
は
「
カ
ル
ロ
ス
」
と
、

名
で
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
そ
の
頃
、
わ
が
国
で
は
、
そ
の
三
年
前
の
一
八
四
一
年
に
、
天
保
の
改
革
が
始
ま
っ
て
い
る
。

一
八
四
二
年
に
、
清
が
ア
ヘ
ン
戦
争
で
敗
れ
、
降
伏
し
て
い
る
。

カ
ル
ロ
ス
は
一
七
八
七
年
の
生
ま
れ
、
父
親
は
洋
服
仕
立
で
生
計
を
た
て
て
お
り
、
カ
ル
ロ
ス
は
法
律
を
学
ん
だ
後
、
「
レ
ア
ル
・

コ
レ
ヒ
オ
・
デ
・
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」
で
美
術
と
神
学
を
教
授
し
て
い
た
。
一
八
一
九
年
、
フ
ラ
ン
シ
ア
が
同
校
を
閉
鎖
、
失
職
し
た

カ
ル
ロ
ス
は
田
舎
の
農
園
に
隠
棲
す
る
。
フ
ラ
ン
シ
ア
の
死
後
、
一
八
四
一
年
、
カ
ル
ロ
ス
は
国
軍
の
書
記
官
に
選
出
さ
れ
る
。
こ
れ

が
彼
の
政
界
入
り
の
第
一
歩
で
、
続
け
て
、
第
二
執
政
に
選
任
さ
れ
、
任
期
が
満
了
す
る
一
八
四
四
年
に
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
。
カ

（
３
）

Pendle,
op.

cit.,
p.16

et
seq.

（
４
）

Paraguay,
in

[T
he

N
ew

E
ncyyclopedia

B
ritanica

,
V

olum
e

25:
M

acropedia,
15

th
edition,

1988,
C

hicago:
E

ncyclopedia
B

ritani

ca,
Inc.]

p.
427.

（
５
）

Pendle,
op.

cit.,
p.

17.

（
６
）

H
erring,

op.
cit.,

p.
713.
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ル
ロ
ス
の
大
統
領
選
出
に
先
立
っ
て
、
国
会
は
憲
法
を
制
定
す
る
。
こ
の
憲
法
の
草
案
は
カ
ル
ロ
ス
が
実
質
的
に
起
草
し
た
も
の
で
、

三
権
の
分
立
を
明
定
し
、
ま
た
、
奴
隷
取
引
の
禁
止
も
規
定
し
た
（
こ
れ
は
、
一
八
四
二
年
法
の
追
認
で
あ
（
２
）

っ
た
）。
こ
の
奴
隷
廃
止

は
ア
メ
リ
カ
よ
り
二
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
よ
り
四
年
先
立
つ
。

カ
ル
ロ
ス
は
、
原
則
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
統
治
の
方
針
を
継
承
し
た
。
し
か
し
、
変
革
を
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
カ
ル
ロ
ス
は
、

ま
ず
、
フ
ラ
ン
シ
ア
が
逮
捕
し
て
い
た
政
治
犯
六
〇
〇
名
の
多
く
を
釈
放
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
れ
ま
で
の
鎖
国
政
策
か
ら
開
国
に
転
換

し
、
通
商
、
産
業
の
振
興
を
進
め
る
。
外
国
人
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
市
民
と
同
じ
く
待
遇
さ
れ
た
。
波
止
場
が
整
備
さ
れ
る
。
道
路
を

建
設
し
、
七
二
キ
ロ
に
せ
よ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
最
初
の
鉄
道
を
敷
設
す
る
（
日
本
に
お
け
る
新
橋
・
横
浜
間
に
鉄
道
が
開
通
し
た
の
は

一
八
七
二
年
）。
通
信
も
整
備
、
農
産
物
の
改
良
、
紡
績
、
製
紙
、
陶
業
、
イ
ン
ク
、
武
器
製
造
を
立
ち
上
げ
る
。
一
八
四
五
年
、
そ

の
国
で
最
初
の
新
聞
が
政
府
の
援
助
で
発
刊
さ
れ
る
（
日
本
に
お
け
る
日
刊
新
聞
の
創
刊
は
一
八
七
一
年
）。
小
学
校
が
四
〇
〇
校
開

設
さ
れ
、
二
四
〇
〇
名
の
児
童
が
入
学
す
る
（
日
本
の
学
制
発
布
は
一
八
七
二
年
）。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
英
才
の
た
め
、
海
外
留
学
の
奨

学
金
を
設
け
る
。
外
国
か
ら
教
師
、
医
師
、
技
術
者
を
招
聘
す
る
。
こ
の
よ
う
な
施
策
を
見
る
限
り
、
カ
ル
ロ
ス
は
、
前
任
の
フ
ラ
ン

シ
ア
と
同
様
に
独
裁
者
で
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
開
明
的
で
、
そ
の
国
の
経
済
は
発
展
し
、
秩
序
は
保
た
れ
、
国
民
は
幸
せ
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
そ
し
て
、
海
外
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
発
展
し
つ
つ
あ
る
国
と
し
て
評
価
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
し
か
し
、
隣
接
す
る
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
の
関
係
は
微
妙
で
あ
っ
た
。
一
八
五
二
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
治
を
壟
断
し
て
い
た
ロ
ー
サ
ス(Juan

M
anuel

de
R

osas)

が
失
墜
し
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
を
承
認
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
河
川
航
行
の
自
由
を
獲
得
す
る
。

こ
れ
は
パ
ラ
グ
ア
イ
に
と
り
プ
ラ
ス
で
、
通
商
は
三
倍
に
増
加
す
る
。
こ
の
経
済
の
活
況
は
国
の
歳
入
を
増
や
し
、
こ
れ
に
よ
り
、
パ

ラ
グ
ア
イ
は
軍
備
を
拡
張
す
る
。
無
論
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
お
よ
び
ブ
ラ
ジ
ル
の
圧
力
に
対
抗
す
る
た
め
で
あ
（
３
）

っ
た
。

以
上
、
カ
ル
ロ
ス
の
治
世
の
プ
ラ
ス
面
を
紹
介
し
た
が
、
私
生
活
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
清
廉
さ
と
対
照
的
に
、
カ
ル
ロ
ス
は
貪
欲

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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で
、
端
的
に
言
え
ば
、
私
腹
を
肥
や
す
。
も
と
も
と
、
カ
ル
ロ
ス
の
夫
人
は
富
裕
な
牧
場
主
の
娘
で
あ
っ
た
が
、
カ
ル
ロ
ス
大
統
領
は

国
の
財
産
の
不
動
産
を
私
益
の
た
め
に
横
領
す
る
。
そ
の
上
、
自
分
の
子
供
に
大
統
領
職
を
承
継
さ
せ
、
ロ
ペ
ス
王
朝
の
構
築
を
構
想

し
て
い
た
と
も
言
わ
（
４
）

れ
る
。

一
八
五
三
年
、
カ
ル
ロ
ス
は
長
男
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
を
特
派
大
使
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
す
る
。
主

な
目
的
は
武
器
弾
薬
の
買
い
付
け
、
軍
艦
の
発
注
、
技
術
者
の
採
用
で
あ
る
。
そ
の
時
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
二
七
歳
。
そ
の
前
、
一
八
歳
で

准
将
に
補
さ
れ
て
お
り
、
異
例
の
抜
擢
で
あ
り
、
大
統
領
は
息
を
後
継
者
と
す
べ
く
、
手
を
打
っ
て
い
た
の
で
（
５
）

あ
る
。

七

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス

フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス

(Francisco
Solano

L
ópez)

は
一
八
二
六
年
七
月
二
四
日
、
カ
ル
ロ
ス
の
長
子
と
し
て
生

ま
（
１
）

れ
た
（
一
八
二
七
年
説
も
あ
る
）。
父
親
の
カ
ル
ロ
ス
が
政
界
に
身
を
投
じ
る
前
で
あ
る
。
父
親
と
区
別
す
る
た
め
、
彼
は
、
一
般

に
、
姓
で
は
な
く
、
名
で
呼
ば
れ
る
。
そ
れ
も
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
は
比
較
的
あ
り
ふ
れ
た
名
で
あ
る
た
め
か
、
ミ
ド
ル
ネ
ー
ム
の
「
ソ

（
１
）
カ
ル
ロ
ス
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ロ
ペ
ス
の
生
い
立
ち
に
つ
い
て
、
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

N
ickson,

op.
cit.,

p.
252

et
seq.;

C
enturión,

ob.
cit.,

T
om

o 1,
p.

218
y

sgtes.

（
２
）

O
tero,

ob.
cit.,

p.
57.

な
お
、
こ
の
一
八
四
四
年
憲
法
の
テ
キ
ス
ト
も
収
録
さ
れ
て
い
る
。p.

127
y

sgtes.

（
３
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
18:

R
oett

and
Sacks,

op.
cit.,

p.
28

et
seq;

Pendle,
op.

cit.,
p.

18
et

seq.

（
４
）

R
oett

and
Sacks,

op.
cit.,

p.
28.

（
５
）

R
ooett

and
Sacks,

ibid.
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ラ
ー
ノ
」
で
呼
ば
れ
る
。
本
稿
で
も
、
こ
の
一
般
の
呼
び
方
に
な
ら
っ
て
い
る
。

ソ
ラ
ー
ノ
が
誕
生
し
た
頃
、
父
親
の
カ
ル
ロ
ス
は
、
教
鞭
を
取
っ
て
い
た
「
レ
ア
ル
・
コ
レ
ヒ
オ
・
デ
・
サ
ン
・
カ
ル
ロ
ス
」
の
閉

鎖
に
よ
り
失
職
し
、
隠
棲
し
、
弁
護
士
を
開
業
す
る
が
、
顧
客
は
多
く
な
く
、
決
し
て
豊
か
な
生
活
を
送
っ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

（
２
）

る
。
読
み
書
き
の
手
ほ
ど
き
は
父
親
か
ら
受
け
る
が
、
や
が
て
、
聖
職
者
が
主
宰
す
る
幾
つ
か
の
学
校
で
教
育
を
受
（
３
）

け
る
。
地
理
、
歴

史
、
代
数
、
文
法
、
古
典
（
ラ
テ
ン
語
）、
そ
し
て
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
学
び
正
確
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
し
か
し
、
教
師
は
か
な
り
の
忍
耐
を
要
し
た
。
ロ
サ
ー
ノ
が
勉
学
よ
り
屋
外
の
遊
び
を
好
ん
だ
。
し
か
も
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
良
く

言
え
ば
自
主
性
が
強
い
、
あ
ま
り
従
順
な
子
供
で
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
地
理
と
歴
史
、
と
り
わ
け
、
軍
事

史
が
好
き
で
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
戦
争
史
に
熱
中
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
栄
光
に
憧
れ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
の
ア
イ
ド
ル
は
ナ
ポ
レ
オ
ン
で
あ
っ
た
。

思
春
期
を
迎
え
る
と
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
性
的
に
早
熟
で
、
紅
灯
の
巷
に
出
入
り
し
、
そ
の
請
求
書
を
大
統
領
宮
殿
に
送
付
さ
せ
、
父
親

の
大
統
領
に
支
払
わ
せ
る
。
良
家
の
子
女
も
追
い
ま
わ
す
。
修
道
院
に
避
難
し
た
女
性
を
追
っ
て
、
修
道
院
に
乱
入
す
る
。
こ
う
い
う

ソ
ラ
ー
ノ
の
悪
行
に
手
を
焼
い
て
、
カ
ル
ロ
ス
は
ソ
ラ
ー
ノ
を
准
将
に
任
命
し
、
戦
場
に
送
る
こ
と
に
す
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
一
八
歳
。

一
八
四
六
年
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
コ
リ
エ
ン
テ
ス
（
州
）
と
相
互
防
衛
協
定
を
締
結
す
る
。
こ
の
協
定
は
、
暗
黙
裏
に
、
政
治
を
壟
断
し

て
い
た
ロ
ー
サ
ス
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
暗
黙
の
了
解
に
反
し
、
エ
ン
ト
ゥ
レ
・
リ
オ
州
の
知
事
（
同
州
を
独
裁
す

る
）
ウ
ル
キ
ー
サ

(José
Justo

de
U

rquíza)

が
、
突
然
、
軍
を
率
い
て
、
コ
リ
エ
ン
テ
ス
州
に
侵
入
、
当
然
な
が
ら
、
軍
事
支
援
を

パ
ラ
グ
ア
イ
に
求
め
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
最
近
制
定
さ
れ
た
ば
か
り
の
国
旗
を
掲
げ
、
部
隊
の
先
頭
に
た
っ
て
、
進
軍
す
る
。
し
か
し
、

現
地
入
り
し
て
み
る
と
、
双
方
の
間
で
、
銃
火
を
交
え
る
こ
と
な
く
、
和
平
が
成
立
し
て
お
り
、
中
央
政
府
（
ロ
ー
サ
ス
の
独
裁
）
に

対
す
る
相
互
援
助
が
約
さ
れ
て
い
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
現
地
で
愛
人
を
得
て
、
帰
国
（
４
）

す
る
。

帰
還
す
る
と
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
悪
行
は
止
ま
な
い
。
相
手
は
、
ま
た
良
家
の
子
女
で
あ
る
。
婚
約
者
の
い
る
女
性
に
横
恋
慕
し
、
拒
絶

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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さ
れ
る
と
、
結
婚
式
当
日
、
花
婿
を
殺
害
す
る
。
そ
の
た
め
、
花
嫁
は
発
狂
す
る
。
そ
の
た
め
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
年
頃
の
娘
を
持
つ
家

庭
で
は
、
旅
券
を
入
手
し
、
国
外
に
脱
出
す
る
者
が
続
出
し
た
と
言
わ
（
５
）

れ
た
。
こ
う
続
く
ソ
ラ
ー
ノ
の
悪
行
に
大
統
領
も
処
理
に
困
り
、

ソ
ラ
ー
ノ
を
国
外
に
出
す
こ
と
に
す
る
。

パ
ラ
グ
ア
イ
に
と
り
脅
威
で
あ
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
は
政
争
に
明
け
暮
れ
し
て
い
た
。
そ
の
争
い
の
主
役
の
一
人
が
、
前
述
し
た
ウ
ル

キ
ー
サ
で
、
一
八
五
二
年
、
ロ
ー
サ
ス
を
退
陣
に
追
い
込
む
（
ロ
ー
サ
ス
は
家
族
と
と
も
に
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
す
る
）。
し
か
し
、
ブ

エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
ウ
ル
キ
ー
サ
に
友
好
的
で
な
く
、
両
者
は
一
触
即
発
の
状
況
に
あ
っ
た
。
隣
国
の
誼
で
、
カ
ル
ロ
ス
大
統
領
は
調

停
役
を
か
っ
て
で
、
ソ
ラ
ー
ノ
を
派
遣
す
る
。
名
誉
回
復
の
機
会
を
与
え
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
将
官
に
進
級
、
特
命
全

権
を
付
与
さ
れ
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
向
か
う
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
弁
説
巧
み
に
両
者
を
説
得
し
、
調
停
に
成
功
（
６
）

す
る
。

ソ
ラ
ー
ノ
は
英
雄
と
し
て
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
帰
還
す
る
。
父
親
の
大
統
領
は
長
男
を
国
防
大
臣
に
任
命
す
る
。
そ
し
て
、
依
怙
贔

屓
の
非
難
を
回
避
す
べ
く
、
次
男
の
ベ
ニ
ー
ノ

(A
ngel

B
enigno

L
ópez)

を
ア
ス
ン
シ
オ
ン
守
備
隊
の
司
令
官
に
、
三
男
の
ヴ
ェ
ナ

ン
シ
オ(V

enanncio
L

ópez)

を
海
軍
大
佐
（
ま
だ
軍
艦
が
な
い
の
に
）
に
任
命
（
７
）

す
る
。

さ
ら
に
、
大
統
領
は
ソ
ラ
ー
ノ
を
特
命
全
権
大
使
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
派
遣
す
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
を
世
界
に
知
ら
し
め
る
こ
と
、

チ
ャ
コ
地
域
へ
の
移
住
者
を
誘
致
す
る
こ
と
、
加
え
て
、
イ
ギ
リ
ス
か
ら
軍
艦
を
購
入
す
る
こ
と
が
主
要
な
目
的
で
あ
っ
た
。
使
命
は

重
大
で
あ
っ
た
。
一
八
五
三
年
六
月
一
二
日
、
二
一
発
の
祝
砲
、
母
親
以
下
、
家
族
の
涙
に
見
送
ら
れ
て
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
一
行
は
出
立

（
８
）

し
た
。
こ
の
一
八
五
三
年
は
、
ペ
リ
ー
が
浦
賀
に
来
航
し
た
年
で
あ
る
。

ソ
ラ
ー
ノ
と
行
を
共
に
し
た
の
は
、
実
弟
の
ベ
ニ
ー
ノ
、
ヴ
ェ
ナ
ン
シ
オ
、
文
化
人
の
ゲ
ー
リ(Juan

A
ndrés

G
elly)

、
バ
リ
オ
ス

将
軍(V

icente
B

arrios)

な
ど
で
（
９
）

あ
る
。
一
行
は
、
ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
、
ビ
ク
ト
リ
ア
女
王
に
拝
謁
、
パ
ラ
グ
ア
イ
政
府
の
代

理
人
と
な
る
ジ
ョ
ン
・
ア
ン
ド
・
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ブ
ラ
イ
ス
商
会
と
契
約
、
次
い
で
、
同
商
会
を
介
し
て
、
軍
艦
を
発
注
す
る
。
そ

――１４３（２４）



れ
か
ら
、
同
年
一
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
に
渡
り
、
翌
一
八
五
四
年
一
月
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
拝
謁
す
る
。
そ
の
後
、
前
述
し
た
よ
う

に
、
リ
ン
チ
夫
人
と
出
（
１０
）

会
う
。

（
１
）

C
enturión,

ob.
cit.,

T
om

o
1,

p.
258

et
seq.

（
２
）
ソ
ラ
ー
ノ
の
幼
少
時
代
に
つ
い
て
は
、
左
記
に
よ
っ
て
い
る
。

B
ray,

ob.
cit.,

p.
77

y
sgtes.;

C
enturión,

ob.
cit.,

T
om

o
1,

ibid.

（
３
）
本
稿
の
本
筋
に
直
接
関
係
が
な
い
が
、
教
育
に
あ
た
っ
た
教
師
の
名
前
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
最
初
、A

cadem
ia

L
iter-

aria

に
入
学
す
る
。
そ
の
時
の
校
長
がM

arco
A

ntonio
M

aiz

師
、
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
のM

iguel
A

lbornoz

師
に
つ
い
て
哲
学

を
学
ぶ
、
さ
ら
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
のB

ernardo
Pares,A

nastasio
José

C
alvo,

Fidel
V

icente
L

ópez

お
よ
びM

anuel
M

artos

が
創
設
し
、

指
導
し
て
い
たInstituto

de
M

oral
y

M
atem

aticas

に
在
籍
し
た(C

enturión,
ob.

cit.,
T

om
o

1,
p.

259.)

。
こ
れ
に
対
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ

の
将
校
で
あ
っ
たB

ray

はJuan
Pedro

E
scalada

の
名
を
挙
げ(ob.

cit.,
p.

86)

、
丁
寧
な
調
査
を
経
て
、
リ
ン
チ
夫
人
の
評
伝
を
著
し

たY
oung

はM
arco

A
ntonio

M
aiz

の
名
の
み
を
記
述
す
る(op.

cit.,
p.

21)

。

（
４
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
22

et
seq.

な
お
、
こ
の
女
性
はJuanita

Pesoa

と
言
い
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
歴
史
辞
典
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。N

ick-

son,
op.

cit.,
p.

464
et

seq.

（
５
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
23.

な
お
。
殺
害
さ
れ
た
花
婿
はC

arlos
D

ecoud

、
花
嫁
はC

arm
encita

C
ordal

と
い
い
、
両
者
は
、
パ
ラ
グ
ア

イ
の
歴
史
辞
典
に
採
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
花
嫁
は
、
愛
称
のC

arm
elita

で
掲
載
さ
れ
て
い
る
。N

ickson,
op.

cit.,
p.

175,
p.

99.

（
６
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
24

et
seq.

も
っ
と
も
、
こ
の
調
停
に
よ
る
和
平
は
長
続
き
せ
ず
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
は
連
邦
か
ら
離
脱
し
、
連

邦
に
復
帰
す
る
の
は
一
八
五
九
年
で
あ
る
。

な
お
、
混
迷
に
陥
っ
て
い
た
、
当
時
の
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
政
情
に
つ
い
て
、
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

増
田
義
郎
編
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
史

Ⅱ
』（
二
〇
〇
〇
年
、
山
川
出
版
株
式
会
社
）、
特
に
、
松
下
洋
執
筆
「
Ⅲ
の
四
章
」
２４５
ペ
ー
ジ

以
下
。

（
７
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
26.
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八

ア
ス
ン
シ
オ
ン
到
着

ロ
サ
ー
ノ
と
エ
リ
ー
ザ
を
乗
せ
た
外
輪
船
は
モ
ン
テ
ビ
デ
オ
か
ら
、
航
行
可
能
な
パ
ラ
グ
ア
イ
河
を
遡
っ
て
行
っ
た
。
周
囲
の
景
色

は
エ
リ
ー
ザ
に
と
り
初
め
て
の
光
景
で
あ
り
、
す
べ
て
珍
し
か
っ
た
。
浮
島
の
よ
う
に
見
え
る
大
き
い
鬼
す
い
れ
ん
、
砂
州
に
横
た
わ

る
、
丸
太
の
よ
う
に
見
え
る
ワ
ニ
、
魚
を
捕
ら
え
る
ア
オ
サ
ギ
、
そ
し
て
通
り
す
ぎ
る
先
住
民
の
小
さ
な
集
落
。
こ
う
し
た
静
寂
な
世

界
を
エ
リ
ー
ザ
は
天
幕
の
下
か
ら
眺
め
た
。
や
が
て
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
が
眼
下
に
入
っ
た
。
土
壁
の
平
屋
が
果
て
し
な
く
続
く
。
そ
の

な
か
で
、
税
関
、
カ
ビ
ル
ド
（
市
議
会
）
の
庁
舎
、
フ
ラ
ン
シ
ア
の
旧
邸
、
病
院
な
ど
が
目
立
つ
建
造
物
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
ア
ス

ン
シ
オ
ン
の
人
口
は
二
万
と
言
わ
（
１
）

れ
た
。
外
輪
船
「
タ
ク
ア
リ
」
が
錨
を
降
ろ
す
と
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ー
ノ
が
乗
船
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ス
が
町
中
に
伝
わ
り
、
四
方
八
方
か
ら
人
が
出
て
、
波
止
場
に
集
ま
る
。
そ
し
て
、
舷
側
に
ソ
ラ
ー
ノ
が
姿
を
表
す
と
、
期
せ

ず
し
て
、
万
歳
の
声
が
沸
き
起
こ
っ
た
。
彼
の
帰
国
を
歓
迎
す
る
、
庶
民
の
素
朴
な
感
情
の
表
現
で
あ
っ
た
。
民
衆
は
ソ
ラ
ー
ノ
の
服

装
に
戸
惑
う
。
見
な
れ
て
い
る
軍
服
、
あ
る
い
は
ポ
ン
チ
ョ
（
民
俗
衣
装
）
で
は
な
く
、
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
に
細
み
の
ズ
ボ
ン
を
着
用

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
民
衆
を
驚
か
し
た
の
は
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
傍
ら
に
寄
り
添
う
女
性
の
姿
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
、
エ
リ

ー
ザ
は
薄
紫
色
の
ド
レ
ス
、
そ
れ
に
マ
ッ
チ
す
る
ボ
ン
ネ
ッ
ト
を
被
り
、
妊
娠
し
た
身
体
を
隠
す
よ
う
に
レ
ー
ス
の
ス
ト
ー
ル
を
羽
織

っ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
金
髪
、
碧
眼
の
女
性
を
民
衆
が
目
に
す
る
の
は
初
め
て
で
あ
っ
た
。
単
純
な
グ
ア
ラ
ニ
の
人
々
に
は
彼
女

（
８
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
26

et
seq.

（
９
）

N
ickson,

op.
cit.,

p.
355.

（
１０
）

N
ickson,

ibid.
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が
天
界
か
ら
訪
れ
た
人
に
見
え
た
。
そ
し
て
、
水
辺
で
思
わ
ず
跪
い
た
。
し
か
し
、
そ
の
時
、
民
衆
の
多
く
に
と
り
、
や
が
て
、
彼
女

が
死
の
天
使
と
な
る
こ
と
を
知
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
（
２
）

っ
た
。

二
人
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
上
陸
は
一
八
五
五
年
一
月
二
一
日
で
あ
っ
た
。
南
半
球
で
あ
る
か
ら
、
一
月
は
真
夏
で
あ
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア

イ
レ
ス
の
緯
度
は
東
京
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
夏
と
言
っ
て
も
、
東
京
と
同
様
で
あ
っ
て
、
ま
だ
我
慢
で
き
る
暑
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
ア

ス
ン
シ
オ
ン
は
熱
帯
で
、
暑
い
上
に
、
河
に
面
し
て
い
る
た
め
、
湿
度
も
高
く
、
パ
リ
に
長
く
暮
し
、
し
か
も
妊
娠
中
の
エ
リ
ー
ザ
に

と
り
決
し
て
良
い
環
境
で
は
な
か
（
３
）

っ
た
。

波
止
場
に
は
、
大
統
領
始
め
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
家
族
が
出
迎
え
て
い
た
。
彼
は
父
大
統
領
の
馬
車
に
大
股
に
歩
み
寄
り
、
エ
リ
ー
ザ
を

紹
介
し
た
。
大
統
領
は
、
息
が
パ
リ
か
ら
軍
服
と
同
様
に
愛
人
を
連
れ
帰
っ
た
こ
と
を
受
け
入
れ
る
。
エ
リ
ー
ザ
は
輝
く
ば
か
り
の
笑

み
を
浮
か
べ
て
、
大
統
領
に
手
を
差
し
伸
べ
た
が
、
大
統
領
は
軽
く
頷
い
て
、
馬
車
を
発
車
さ
せ
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
の
顔
は
不
快
感
で
引

き
つ
る
。
次
い
で
、
母
親
と
二
人
の
妹

(Inocencia

とR
afaela)

の
馬
車
に
歩
を
移
し
た
。
三
人
と
も
肥
満
体
で
、
黒
い
ド
レ
ス
で

あ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
が
エ
リ
ー
ザ
を
紹
介
す
る
と
、
そ
れ
を
無
視
す
る
よ
う
に
母
親
は
、
馭
者
に
家
に
、
と
指
示
し
た
。
最
後
の
馬
車
に
、

弟
二
人
ベ
ニ
ー
ノ
と
ヴ
ェ
ナ
ン
シ
オ
が
乗
っ
て
い
た
が
、
兄
が
近
づ
く
の
を
待
つ
こ
と
な
く
、
馬
車
を
発
車
さ
せ
た
。
ベ
ニ
ー
ノ
は
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
出
張
に
同
行
し
て
お
り
、
兄
が
エ
リ
ー
ザ
を
連
れ
帰
る
こ
と
反
対
で
あ
っ
た
。
エ
リ
ー
ザ
は
歓
迎
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で

あ
る
。
エ
リ
ー
ザ
（
リ
ン
チ
夫
人
）
の
評
伝
を
執
筆
し
た
、
あ
る
著
述
家
は
、
あ
た
か
も
現
場
に
居
合
せ
た
か
の
よ
う
に
状
況
を
、
以

上
の
よ
う
に
叙
述
し
て
（
４
）

い
る
。

（
１
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
69.

（
２
）

Y
oung.,

op.
cit.,

p.
43

et
seq.
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九

ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
お
け
る
生
活

割
当
て
ら
れ
た
宿
舎
（
邸
宅
）
に
エ
リ
ー
ザ
を
残
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
一
人
、
大
統
領
官
邸
に
参
上
す
る
。
帰
国
報
告
の
た
め
で
あ

る
。
彼
は
、
両
親
に
会
う
な
り
、
波
止
場
の
冷
た
い
扱
い
の
不
満
を
訴
え
、
当
り
散
ら
し
た
。
軍
隊
か
ら
身
を
引
く
。
国
を
出
て
行
く
。

誰
も
自
分
を
認
め
て
く
れ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
母
親
は
、
何
故
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
娘
を
、
出
来
た
の
に
、
選
ば
な
か
っ
た
の
か
、

と
消
え
入
る
よ
う
な
声
で
息
子
に
問
い
か
け
た
。
そ
し
て
、
啜
り
泣
き
な
が
ら
、
何
が
あ
っ
て
も
、
あ
の
女
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で

な
い
、
と
呟
く
。
し
か
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
に
と
り
、
エ
リ
ー
ザ
を
受
け
入
れ
る
、
受
け
入
れ
な
い
こ
と
は
ど
う
で
も
よ
か
っ
た
。
彼
に
と

っ
て
関
心
事
は
南
米
で
最
精
鋭
の
陸
軍
の
建
設
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
プ
ロ
シ
ア
か
ら
の
軍
事
教
官
の
招
聘
、
ド
ッ
ク
の
建
設
、
鉄
道

の
拡
張
、
移
民
の
振
興
、
と
、
彼
の
熱
弁
は
止
ま
ら
な
い
。
老
い
た
大
統
領
は
、
リ
ン
チ
夫
人
を
連
れ
て
来
た
こ
と
は
無
分
別
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
そ
れ
と
し
て
、
息
子
と
の
再
会
を
喜
ん
で
い
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
だ
け
が
胸
襟
を
開
い
て
話
が
で
き
る
相
手
で
あ
っ
た
。
ソ
ラ

ー
ノ
だ
け
が
、
構
想
を
持
ち
、
彼
の
目
標
を
理
解
す
る
。
後
二
人
の
息
子
は
た
だ
へ
つ
ら
う
ば
か
り
で
あ
る
。
そ
れ
か
ら
、
大
統
領
は
、

肝
心
の
出
張
の
成
果
の
報
告
を
求
め
た
。
技
師
、
農
業
専
門
家
、
医
師
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
お
雇
い
外
人
」
と
の
契
約
状
況
、
チ
ャ
コ

へ
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
移
民
計
画
の
進
展
、
海
外
に
お
け
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
評
判
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
情
、
と
、
家
族
の
者

が
退
室
し
た
後
も
、
二
人
の
話
し
は
続
い
た
。
大
統
領
は
、
頼
り
に
し
て
い
る
、
と
何
度
も
繰
り
返
す
言
葉
は
、
そ
の
老
い
を
示
す
も

（
３
）
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
お
け
る
真
夏
の
気
温
は
華
氏
九
二
度
か
ら
一
〇
二
度
と
い
う
。B

rodsky
op.

cit.,
p.

64.

（
４
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
45

et
seq.

こ
れ
に
対
し
、
エ
リ
ー
ザ
は
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
出
産
後
、
子
供
と
侍
女
を
連
れ
て
、
ア
ス
ン
シ
オ

ン
に
赴
い
て
お
り
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
出
迎
え
も
な
か
っ
た
、
と
記
述
す
る
著
者
も
い
る
。R

ees,
op.

cit.,
p.

40
et

seq.
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の
で
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
点
だ
け
、
父
親
が
頑
固
で
あ
っ
た
。
彼
も
家
族
も
、
誰
と
し
て
、
エ
リ
ー
ザ
を
受
け
入
れ
よ
う
と
し
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
父
大
統
領
の
右
腕
で
あ
る
こ
と
に
満
足
し
て
、
辞
去
（
１
）

す
る
。

そ
の
頃
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
は
、
町
中
、
土
木
工
事
と
い
う
か
、
建
設
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。「
お
雇
い
外
人
」
で
あ
る
建
築

家
の
指
導
の
下
で
、
ミ
ラ
ノ
の
ス
カ
ラ
座
を
模
倣
し
た
オ
ペ
ラ
・
ハ
ウ
ス
、
ベ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
に
劣
ら
な
い
宮
殿
、
さ
ら
に
、
図
書

館
、
郵
便
局
、
倶
楽
部
ハ
ウ
ス
な
ど
の
建
設
作
業
が
進
行
中
で
あ
っ
た
。
費
用
は
問
題
で
は
な
か
っ
た
。
大
統
領
か
ら
ソ
ラ
ー
ノ
は
白

紙
委
任
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
男
性
は
こ
と
ご
と
く
徴
用
さ
れ
た
。
一
〇
歳
に
も
満
た
な
い
小
児
ま
で
、
こ
の
壮
大
な
計
画
完
成

の
た
め
、
日
夜
を
問
わ
ず
、
石
を
運
ん
で
い
た
。
こ
の
工
事
に
リ
ン
チ
夫
人
は
口
を
出
す
。
郊
外
を
ソ
ラ
ー
ノ
と
散
策
中
、
地
形
を
見

て
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
パ
リ
の
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
競
馬
場
を
思
い
出
し
、
競
馬
場
の
建
設
を
提
案
（
２
）

す
る
。

さ
ら
に
、
割
当
て
ら
れ
て
い
た
宿
舎
（
邸
宅
）
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
リ
ン
チ
夫
人
は
街
の
中
心
か
ら
五
マ
イ
ル
の
地
を
選
び
、

住
居
を
建
設
す
る
。
初
め
て
出
産
す
る
子
供
が
、
そ
の
地
位
に
相
応
し
い
邸
宅
で
誕
生
す
べ
き
で
あ
る
、
と
い
う
理
由
か
ら
、
そ
の
工

事
は
最
優
先
さ
れ
た
。
そ
の
邸
宅
は
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
最
初
の
二
階
建
て
の
建
物
と
な
る
。
リ
ン
チ
夫
人
は
、
こ
の
邸
宅
に
フ
ラ
ン
ス

の
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
東
洋
の
敷
物
を
入
れ
、
磁
器
を
置
き
、
自
分
の
好
み
に
合
わ
せ
る
。
そ
し
て
、
彼
女
は
そ
こ
で
、
多
く
の
時
間
を

過
ご
し
、
裁
縫
、
音
楽
（
ピ
ア
ノ
）
の
練
習
、
読
書
、
語
学
（
ス
ペ
イ
ン
語
と
グ
ア
ラ
ニ
語
）
の
学
習
を
し
て
（
３
）

い
た
。
夫
人
は
決
し
て

怠
惰
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
を
訪
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
、
リ
ン
チ
夫
人
の
私
宅
を
訪
問
し

た
時
の
印
象
を
夫
人
の
優
美
さ
、
接
待
の
典
雅
、
室
内
装
飾
の
良
さ
を
賛
嘆
し
て
記
述
し
て
（
４
）

い
る
。
こ
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
各
地
に
特
派
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の
事
情
に
も
通
じ
て
い
る
人
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
邸
宅
を
訪
問
す
る
客
は
稀
で
あ
っ
た
。
夫
人
を
自
宅
に
招
く
人
も
い
な
か
っ
た
。
ア
ス
ン
シ
オ
ン
到
着
時
か
ら
彼
女

は
歓
迎
さ
れ
な
い
「
よ
そ
者
」
で
あ
っ
た
。
む
し
ろ
辱
め
ら
れ
る
扱
い
を
受
け
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
れ
は
大
統
領
、
そ
の
家
族
に
限

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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ら
れ
ず
、
外
国
の
外
交
団
、
居
留
民
、
さ
ら
に
、
ス
ペ
イ
ン
系
の
家
族
ま
で
、
リ
ン
チ
夫
人
を
無
視
す
る
、
暗
黙
の
申
し
合
わ
せ
が
あ

る
か
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
態
度
を
と
る
人
た
ち
の
教
養
と
い
う
か
趣
味
は
、
リ
ン
チ
夫
人
の
そ
れ
と

比
べ
る
と
、
は
る
か
に
劣
っ
て
い
た
。
十
分
の
一
以
下
、
と
言
い
切
る
説
も
（
５
）

あ
る
。

こ
の
生
活
の
単
調
さ
を
一
時
で
も
追
い
払
っ
た
の
は
長
男
の
誕
生
で
あ
っ
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
に
、
リ
ン
チ
夫
人
の
前
、
内
縁
関
係
に
あ

っ
た
女
性
が
お
り
、
子
供
が
三
人
い
る
こ
と
は
知
れ
わ
た
っ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
リ
ン
チ
夫
人
の
長
男
出
産
を
め
ぐ
っ
て
、
誰
が

ソ
ラ
ー
ノ
の
後
継
者
と
な
る
か
、
巷
の
噂
に
な
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
こ
の
よ
う
な
噂
を
打
ち
消
す
べ
く
、
一
〇
一
発
の
祝
砲
を
命
ず

る
。
し
か
し
、
ま
だ
問
題
が
あ
っ
た
。
子
供
が
誕
生
す
る
と
、
教
会
で
洗
礼
の
儀
式
が
あ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
カ
テ
ド

ラ
ル
で
の
挙
式
を
提
案
す
る
が
、
大
統
領
は
出
席
を
拒
否
、
ま
た
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
司
教
（
大
統
領
の
実
弟
）
も
大
統
領
に
倣
う
。
や

む
を
得
ず
、
近
く
の
礼
拝
堂
で
洗
礼
を
受
け
、
ソ
ラ
ー
ノ
と
同
じ
く
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
と
命
名
さ
れ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
こ
の
子
を
溺
愛

（
６
）

す
る
。
父
親
と
区
別
す
る
た
め
、「
パ
ン
チ
ョ
」
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
。

出
産
後
、
健
康
を
回
復
し
て
程
な
く
、
夫
人
は
、
ま
た
妊
娠
し
た
こ
と
に
気
付
く
。
望
ん
で
い
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
一
八
五
六

年
八
月
六
日
、
第
二
子
を
出
産
す
る
。
女
子
で
、
夫
人
の
実
姉
、
実
母
の
名
を
取
っ
て
、
コ
リ
ン
ヌ
・
ア
デ
ラ
イ
デ(C

orrine
A

delaide)

と
命
名
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
子
は
六
ヶ
月
後
、
一
八
五
七
年
二
月
に
亡
く
な
る
。
夫
人
は
悲
し
み
に
く
れ
、
取
り
乱
す
。
そ
し
て
、

近
く
の
ラ
・
レ
コ
レ
ー
タ
の
墓
地
に
葬
ら
（
７
）

れ
る
。
こ
の
葬
儀
に
は
、
弟
の
一
人
ヴ
ェ
ナ
ン
シ
オ
が
ロ
ペ
ス
家
を
代
表
し
て
出
席
し
て
い

る
。
し
か
し
、
祖
父
母
に
あ
た
る
大
統
領
夫
妻
、
叔
母
に
あ
た
る
ソ
ラ
ー
ノ
の
姉
妹
二
人
、
伯
父
に
あ
た
る
、
も
う
一
人
の
弟
の
ベ
ニ

ー
ノ
は
欠
席
し
て
（
８
）

い
る
。

リ
ン
チ
夫
人
は
健
康
で
、
そ
の
後
も
、
毎
年
の
よ
う
に
出
産
す
る
。
一
八
五
八
年
に
エ
ン
リ
ー
ケ

(E
nríque

Solano
L

ópez)

、
一

八
六
〇
年
に
フ
ェ
デ
リ
ー
コ(Federico

N
oel

L
ópez)

、
一
八
六
一
年
に
カ
ル
ロ
ス(C

arlos
H

onorio
L

ópez)

、
そ
し
て
、
一
八
六
二

――１３７（３０）



年
に
レ
オ
ポ
ル
ド(L

eopoldo
A

ntonio
L

ópez)

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
絶
え
ず
身
重
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
リ
ン
チ
夫
人
は

パ
ラ
グ
ア
イ
の
発
展
、
文
化
の
向
上
に
努
力
す
る
。
働
き
者
で
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
か
ら
教
師
を
招
聘
し
、
女
学
校
、
フ
ラ
ン
ス
語
学

校
、
音
楽
学
校
を
開
設
す
る
。
ス
ペ
イ
ン
か
ら
高
名
の
演
劇
人
を
招
き
、
新
築
の
国
立
劇
場
で
演
劇
を
催
す
。
そ
の
初
演
の
日
、
大
統

領
、
そ
の
家
族
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
上
層
階
層
の
人
た
ち
が
観
劇
す
る
。
大
統
領
は
生
涯
で
初
め
て
の
観
劇
で
あ
っ
た
。
中
央
の
ボ
ッ

ク
ス
の
リ
ン
チ
夫
人
に
観
客
の
目
が
集
中
す
る
。
男
性
は
半
ば
賛
美
の
目
で
、
女
性
は
敵
意
あ
る
い
は
羨
望
の
目
で
見
つ
め
て
い
た
。

こ
の
こ
と
が
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
女
性
に
リ
ン
チ
夫
人
の
存
在
を
認
識
さ
せ
た
の
で
（
９
）

あ
る
。

こ
の
よ
う
な
活
動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ロ
ペ
ス
家
の
女
性
、
お
よ
び
そ
れ
を
取
り
囲
む
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
上
層
階
層
の
女
性
の
リ
ン

チ
夫
人
に
対
す
る
態
度
は
冷
た
い
。
敵
意
を
帯
び
る
よ
う
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
経
済
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
欧
米
か

ら
技
術
者
、
投
資
家
、
商
人
た
ち
が
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
来
る
。
そ
し
て
、
事
業
の
チ
ャ
ン
ス
を
求
め
て
、
リ
ン
チ
夫
人
宅
に
ソ
ラ
ー
ノ

を
訪
問
す
る
。
や
が
て
、
男
性
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
人
た
ち
の
夫
人
、
娘
た
ち
が
リ
ン
チ
夫
人
を
訪
問
す
る
よ
う
に
な
る
。
夫
人
宅

に
は
、
欧
米
の
新
着
の
新
聞
・
雑
誌
が
あ
り
、
調
度
品
も
洗
練
さ
れ
て
お
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
雰
囲
気
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か

も
、
夫
人
宅
に
は
大
型
の
ピ
ア
ノ
が
あ
り
、
家
庭
的
な
音
楽
会
？
も
開
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
な
に
よ
り
も
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
上
層

階
層
の
婦
人
で
外
国
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
英
語
を
解
す
る
人
は
稀
で
あ
っ
た
の
に
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
欧
米
の
最
新
の
文
学
の
動
き
も

話
題
に
で
き
る
人
で
あ
（
１０
）

っ
た
。

（
１
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
47

et
seq.

ソ
ラ
ー
ノ
の
家
族
、
特
に
、
母
親
の
エ
リ
ー
ザ
に
対
す
る
か
た
く
な
態
度
の
一
因
は
、
弟
の
ベ
ニ
ー
ノ

の
情
報
で
あ
っ
た
、
と
言
わ
れ
る
。
彼
は
、
エ
リ
ー
ザ
を
連
れ
帰
る
こ
と
に
反
対
で
あ
っ
た
。R

ees,
op.

cit.,
p.

49
et

seq.

（
２
）

Y
oung.

op.
cit.,

p.
54

et
seq.

（
３
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
55

et
seq.
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一
〇

カ
ル
ロ
ス
大
統
領
の
逝
去
と
ソ
ラ
ー
ノ
の
大
統
領
就
任

一
八
六
二
年
九
月
一
〇
日
、
カ
ル
ロ
ス
大
統
領
が
逝
去
す
る
。
水
腫
を
患
っ
て
お
り
、
家
族
に
見
守
ら
れ
て
の
大
往
生
で
あ
っ
た
。

大
統
領
の
晩
年
、
特
に
病
床
に
伏
す
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
そ
の
後
継
を
め
ぐ
っ
て
い
ろ
い
ろ
取
沙
汰
さ
れ
て
い
た
。
一
般
的
な
、
当

時
の
考
え
方
で
は
長
男
の
ソ
ラ
ー
ノ
が
第
一
候
補
で
あ
っ
た
が
、
日
頃
の
行
状
、
性
格
か
ら
、
彼
が
権
力
を
掌
握
し
た
場
合
を
危
惧
し

て
、
次
男
の
ベ
ニ
ー
ノ
を
推
す
声
も
あ
っ
た
。
ベ
ニ
ー
ノ
自
身
も
そ
れ
を
望
み
、
画
策
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
カ
ル
ロ
ス

の
臨
終
の
遺
言
で
、
ソ
ラ
ー
ノ
が
後
継
者
に
指
名
さ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
、
一
〇
月
一
六
日
の
国
会
で
、
満
場
一
致
で
、
ソ
ラ
ー
ノ

が
大
統
領
に
選
出
さ
れ
る
。
任
期
は
一
〇
年
で
あ
（
１
）

っ
た
。

大
統
領
に
就
任
し
た
ソ
ラ
ー
ノ
の
最
初
の
仕
事
？
は
父
カ
ル
ロ
ス
の
功
績
を
顕
彰
す
べ
く
、
銅
像
を
建
立
す
る
こ
と
で
、
国
会
に
提

（
４
）

V
arela,

ob.
cit.,

260
y

sgtes.

（
５
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
56.

（
６
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
57.

（
７
）

Y
oung,

op.
cit

.,p.
57

et
seq

な
お
、
墓
石
の
墓
碑
名
は
、
ど
う
い
う
わ
け
か
、
全
文
英
語
で
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
亡
く
な
っ
た

女
の
子
の
名
前
の
姓
は
「
リ
ン
チ
」（
母
親
の
メ
イ
ド
ゥ
ン
・
ネ
ー
ム
）
で
あ
る
。
リ
ン
チ
夫
人
と
ソ
ラ
ー
ノ
と
の
間
の
男
の
子
が
全
員
父

親
の
姓
を
名
の
っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。
こ
の
墓
碑
名
の
英
文
の
ス
ペ
ル
の
間
違
い
（
２
箇
所
）
を
指
摘
す
る
著
者
も
い
る
。R

ees,

op.
cit.,

p.
74.

（
８
）

R
ees,

ibid.

（
９
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
59

et
seq.

（
１０
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
81

et
seq.

――１３５（３２）



案
し
、
了
承
さ
（
２
）

れ
る
。

こ
の
新
大
統
領
の
就
任
を
切
掛
け
に
、
外
交
団
の
夫
人
た
ち
は
リ
ン
チ
夫
人
を
訪
問
し
は
じ
め
る
。
最
初
は
フ
ラ
ン
ス
公
使
夫
人
、

次
い
で
ア
メ
リ
カ
公
使
夫
人
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
領
事
夫
人
と
続
い
た
。
彼
女
た
ち
は
、
訪
問
が
遅
れ
た
無
礼
の
言
い
訳
を
す
る
。
そ
し
て
、

ソ
ラ
ー
ノ
が
パ
リ
の
裏
町
で
拾
っ
て
来
た
と
い
う
悪
意
あ
る
噂
と
は
ち
が
っ
て
、
外
交
官
の
夫
人
た
ち
が
面
談
し
て
い
る
女
性
が
す
ぐ

れ
て
洗
練
さ
れ
た
美
人
で
あ
り
、
英
語
、
フ
ラ
ン
ス
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
そ
し
て
グ
ア
ラ
ニ
語
を
流
暢
に
話
す
こ
と
に
（
３
）

驚
く
。
さ
ら

に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
政
府
と
の
取
引
、
武
器
な
ど
軍
需
品
の
売
り
込
み
を
図
る
貿
易
商
人
は
ソ
ラ
ー
ノ
に
接
近
し
、
や
が
て
、
政
庁
よ
り

も
、
リ
ン
チ
夫
人
宅
で
大
統
領
と
面
談
す
る
こ
と
が
多
く
な
る
。
そ
し
て
、
リ
ン
チ
夫
人
の
影
響
力
の
大
き
さ
に
気
付
く
と
、
夫
人
に

取
り
入
る
こ
と
に
狂
奔
す
る
。
夫
人
は
富
裕
に
な
っ
て
い
る
。
一
〇
年
前
、
ほ
と
ん
ど
資
産
が
な
い
ま
ま
パ
リ
か
ら
渡
航
し
て
来
た
夫

人
は
、
今
や
、
邸
宅
を
三
軒
、
さ
ら
に
土
地
を
所
有
し
、
特
産
品
の
輸
出
特
権
の
一
部
も
保
有
し
て
（
４
）

い
た
。

翌
一
八
六
三
年
一
一
月
七
日
、
大
統
領
就
任
一
年
を
記
念
し
、
舞
踏
会
が
国
立
の
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
る
。
主
催
者
が
外
交
団
で
あ

る
。
主
賓
は
無
論
大
統
領
夫
妻
で
、
外
交
団
、
パ
ラ
グ
ア
イ
に
在
留
す
る
外
国
人
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
上
層
階
層
の
市
民
た
ち
も
招
か

れ
る
。
そ
の
中
で
、
リ
ン
チ
夫
人
の
優
雅
な
装
い
が
一
際
目
立
ち
、
語
り
種
に
な
る
。
今
や
、
夫
人
が
そ
の
街
の
フ
ァ
ッ
シ
オ
ン
の
リ

ー
ダ
ー
と
な
っ
て
（
５
）

い
た
。

そ
の
頃
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
リ
ン
チ
夫
人
の
前
夫
と
の
離
婚
の
手
続
き
を
始
め
る
こ
と
を
真
面
目
に
考
え
始
め
て
い
た
。
当
時
の
イ
ギ

リ
ス
の
法
制
度
で
は
特
別
法
の
制
定
が
必
要
で
あ
り
、
し
か
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
で
婚
姻
し
て
い
た
た
め
、
ロ
ー
マ
法
王
の
特
免
を
う

け
る
こ
と
も
必
要
で
あ
っ
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
リ
ン
チ
夫
人
と
正
式
に
法
的
夫
婦
と
な
る
の
は
、
二
人
の
間
で
生
ま
れ
た
男
の
子
、
特

に
長
男
の
「
パ
ン
チ
ョ
」
を
彼
の
後
継
者
に
す
る
た
め
に
は
嫡
出
子
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
（
６
）

っ
た
。
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一
一

三
国
同
盟
戦
争

前
述
し
て
い
る
よ
う
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
独
立
当
初
か
ら
、
隣
接
す
る
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
と
ブ
ラ
ジ
ル
と
い
う
強
国
と
の
関
係
が
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
。
二
国
と
も
膨
張
政
策
を
と
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
犠
牲
の
上
で
そ
の
国
土
の
拡
大
を
図
っ
て
い
た
。
フ
ラ
ン
シ
ア
は

鎖
国
政
策
を
と
り
、
カ
ル
ロ
ス
は
外
交
関
係
の
舵
取
り
に
苦
労
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
反
面
、
国
富
の
多
く
を
軍
備
に
当
て
、
防
衛
力

の
充
実
に
努
め
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
継
す
る
ソ
ラ
ー
ノ
に
対
し
て
、
カ
ル
ロ
ス
大
統
領
は
病
床
で
も
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、

ブ
ラ
ジ
ル
二
国
と
は
、
問
題
解
決
は
ペ
ン
で
、
剣
に
頼
る
な
、
と
教
示
し
て
い
た
、
と
言
わ
れ
る
。
し
か
し
、
幼
児
の
頃
か
ら
ナ
ポ
レ

オ
ン
を
崇
拝
し
て
い
た
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
パ
リ
滞
在
中
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
に
拝
謁
し
、
彼
に
心
酔
、
や
が
て
、
何
時
の
間
に
か
、
自
分

自
身
を
南
米
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
と
思
い
込
む
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
並
ん
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
も
南
米
の

（
１
）

C
enturión,

ob.
cit.,

T
om

o
1,

p.
260

y
sgte.

（
２
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
71.

（
３
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
73.

（
４
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
113

et
seq.

（
５
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
79.

（
６
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
82,

p.
87.

な
お
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
「
離
婚
事
件
法
一
八
五
七
」
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、
離
婚
は
国
会
で
そ
の
た
め

の
個
別
法
律
が
制
定
さ
れ
た
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
後
は
裁
判
所
の
判
決
に
よ
っ
て
成
立
す
る
。
田
中
英
夫
編
集
代
表

『
英
米
法
辞
典
』、
二
六
八
ペ
ー
ジ
。
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
、
信
者
間
の
結
婚
は
秘
跡
と
な
り
、
再
婚
は
配
偶
者
の
死
亡
の
場
合
に
の
み
認

め
ら
れ
る
。
結
婚
自
体
に
問
題
が
あ
る
場
合
に
は
、
無
効
宣
言
が
な
さ
れ
秘
跡
性
が
解
消
さ
れ
る
。
大
貫
隆
他
編
『
岩
波
キ
リ
ス
ト
教
辞
典
』

（
二
〇
〇
二
年
、
岩
波
書
店
）、
一
一
九
〇
ペ
ー
ジ
。

――１３３（３４）



国
際
社
会
を
リ
ー
ド
す
る
立
場
に
立
つ
こ
と
を
夢
見
る
よ
う
に
（
１
）

な
る
。

ブ
ラ
ジ
ル
と
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
挟
ま
れ
、
緩
衝
国
で
あ
っ
た
ウ
ル
グ
ア
イ
で
は
、
国
内
の
政
争
激
し
く
、
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
一
八
六
四

年
、
反
政
府
派
を
支
援
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
政
府
与
党
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
八
月
末
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
ウ
ル
グ
ア

イ
へ
の
干
渉
は
不
快
で
あ
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
ウ
ル
グ
ア
イ
に
出
兵
す
る
場
合
、
パ
ラ
グ
ア
イ
も
干
渉
す
る
用
意
が
あ
る
こ
と
を
通
告
す

る
。
こ
の
パ
ラ
グ
ア
イ
の
通
告
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
九
月
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
は
ウ
ル
グ
ア
イ
に
入
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
パ
ラ
グ
ア
イ
は
ブ

ラ
ジ
ル
と
の
国
交
を
断
絶
し
、
パ
ラ
ナ
河
と
パ
ラ
グ
ア
イ
河
の
ブ
ラ
ジ
ル
の
船
舶
の
航
行
を
禁
止
す
る
。
そ
し
て
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
一
一

月
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
水
域
に
入
っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
の
商
船
を
拿
捕
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
へ
の
出
兵
を
命
ず
る
。
翌
六
五
年
一
月
、

パ
ラ
グ
ア
イ
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
南
部
を
攻
撃
す
べ
く
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
コ
リ
エ
ン
テ
ス
州
の
軍
隊
の
通
行
許
可
を
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
求

め
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
が
こ
れ
を
拒
絶
す
る
と
、
三
月
パ
ラ
グ
ア
イ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
宣
戦
を
布
告
す
る
。
一
八
六
四
年
は
、
ア
メ

リ
カ
で
は
北
軍
が
ア
ト
ラ
ン
タ
を
占
領
、
南
北
戦
争
が
終
結
に
向
か
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。

開
戦
当
初
、
マ
ト
グ
ロ
ッ
ソ
に
侵
入
し
た
パ
ラ
グ
ア
イ
軍
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
側
の
無
防
備
も
あ
っ
て
、
多
く
の
戦
利
品
を
獲
得
し
、
主

力
部
隊
は
引
き
上
げ
る
。
世
間
で
は
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
戦
略
に
分
が
あ
る
よ
う
に
取
沙
汰
さ
れ
た
。
ま
た
、
当
時
、
ま
だ
奴
隷
制
度
を
存

続
さ
せ
て
い
る
ブ
ラ
ジ
ル
に
戦
い
を
挑
む
、
奴
隷
制
を
廃
止
し
て
い
る
パ
ラ
グ
ア
イ
に
好
意
的
な
声
が
国
際
的
に
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
は
一
時
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
国
力
の
違
い
、
工
業
力
の
格
差
、
パ
ラ
グ
ア
イ
が
内
陸
国
で
あ
る
た
め
、
河
川
を

封
鎖
さ
れ
た
場
合
、
軍
需
品
の
調
達
が
困
難
に
な
る
こ
と
、
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
戦
局
の
帰
趨
は
明
白
で
あ
っ
た
。
し
か
も
、
ソ
ラ

ー
ノ
に
と
り
、
大
き
な
誤
算
は
、
ウ
ル
グ
ア
イ
の
政
情
の
急
変
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
支
援
を
求
め
て
い
た
政
権
が
崩
壊
し
、
反
政
府
派

の
政
権
が
成
立
、
そ
し
て
、
国
論
が
統
一
さ
れ
た
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
ブ
ラ
ジ
ル
と
と
も
に
、
三
国
同
盟
条
約
が
六
五
年
五
月
、
ブ
エ
ノ

ス
ア
イ
レ
ス
で
締
結
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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若
干
の
戦
闘
で
パ
ラ
グ
ア
イ
軍
が
勝
利
を
収
め
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
大
勢
と
し
て
、
三
国
同
盟
軍
が
有
利
に
戦
い
を
進
め
る
。
パ

ラ
グ
ア
イ
軍
の
兵
士
は
勇
敢
で
、
死
を
恐
れ
ず
突
撃
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
国
の
人
口
が
少
な
い
。
補
充
す
る
兵
が
不
足
す
る
。
老
人

の
み
な
ら
ず
、
小
児
ま
で
動
員
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
歯
の
欠
け
た
祖
父
と
ま
だ
年
端
の
行
か
な
い
孫
が
隊
列
を
組
む
光
景
も
見
ら

れ
た
と
言
わ
れ
る
。
女
性
も
銃
後
の
労
役
に
動
員
さ
れ
る
。
総
力
を
動
員
し
て
の
戦
い
で
あ
っ
た
。

一
八
六
五
年
の
半
ば
頃
か
ら
、
パ
ラ
グ
ア
イ
軍
は
守
勢
に
ま
わ
る
。
そ
し
て
、
ア
ス
シ
オ
ン
防
衛
の
拠
点
で
あ
っ
た
ウ
マ
イ
タ
の
要

塞
を
三
国
同
盟
軍
が
包
囲
す
る
。
六
六
年
九
月
、
和
平
の
提
案
が
あ
る
が
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
皇
帝
ペ
ド
ロ
二
世
の
ソ
ラ
ー
ノ
放
逐
と
い
う

頑
な
方
針
で
不
調
に
終
る
。
六
八
年
二
月
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
対
し
、
河
川
艦
隊
に
よ
る
砲
撃
が
始
ま
り
、
市
民
は
街
か
ら
脱
出
す
る
。

リ
ン
チ
夫
人
も
子
供
を
連
れ
て
逃
避
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
と
合
流
す
る
。
ウ
マ
イ
タ
か
ら
脱
出
し
た
兵
も
含
め
、
ソ
ラ
ー
ノ
は
部
隊
を
再
編

す
る
。
そ
の
頃
、
徹
底
交
戦
の
ソ
ラ
ー
ノ
の
退
陣
を
求
め
る
陰
謀
？
が
発
覚
し
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
実
弟
二
人
ベ
ニ
ー
ノ
お
よ
び
ヴ
ェ
ヌ
シ

オ
、
妹
の
結
婚
相
手
（
義
弟
）
二
人
を
含
め
、
政
府
、
軍
の
幹
部
、
さ
ら
に
居
留
外
国
人
多
数
が
連
座
、
処
刑
さ
れ
る
（
血
の
粛
正
裁

判T
ribunales

de
sangre)

。
一
八
六
八
年
一
二
月
ま
で
に
処
刑
、
ま
た
獄
死
し
た
人
は
、
一
説
に
よ
れ
ば
、
五
九
六
名
に
の
ぼ
っ
て

い
る
。
そ
の
中
に
は
、
上
述
し
た
よ
う
に
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
肉
親
、
ま
た
リ
ン
チ
夫
人
の
知
人
も
含
ま
れ
て
（
２
）

い
た
。

六
八
年
一
二
月
、
三
国
同
盟
軍
の
包
囲
網
の
隙
間
を
リ
ン
チ
夫
人
た
ち
は
脱
出
、
二
週
間
、
七
〇
マ
イ
ル
の
道
の
り
を
歩
い
て
、
六

九
年
一
月
の
中
旬
、
セ
ー
ロ
・
レ
オ
ン
に
落
ち
つ
く
。
セ
ー
ロ
・
レ
オ
ン
は
、
そ
の
頃
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
第
三
の
都
市
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
落
ち
つ
い
た
生
活
も
続
か
ず
、
八
月
、
新
手
の
ブ
ラ
ジ
ル
軍
の
来
襲
に
よ
り
、
街
を
放
棄
、
逃
避
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
軍
の

追
跡
が
厳
し
く
、
ソ
ラ
ー
ノ
軍
は
転
々
と
移
動
す
る
。
こ
う
し
た
逃
避
行
の
途
中
で
ソ
ラ
ー
ノ
と
リ
ン
チ
夫
人
が
財
宝
を
埋
め
た
と
い

う
伝
説
？
が
生
ず
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
生
活
す
る
先
住
民
か
ら
情
報
を
得
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
は
ソ
ラ
ー
ノ
の
部
隊
の
所
在
を
正
確
に
把

握
し
て
い
た
。
ソ
ラ
ー
ノ
に
は
反
撃
す
る
兵
力
は
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
武
器
弾
薬
も
不
足
し
て
い
る
。
た
だ
逃
げ
回
る
だ
け
で
あ
っ
た
。

――１３１（３６）



時
期
が
相
前
後
す
る
が
、
一
八
六
八
年
一
二
月
、
新
任
の
ア
メ
リ
カ
公
使
マ
ッ
ク
マ
ホ
ン
が
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
到
着
、
戦
場
に
急
行

し
、
ソ
ラ
ー
ノ
に
信
任
状
を
捧
呈
す
る
。
彼
は
、
陰
謀
に
関
係
あ
り
と
さ
れ
た
前
任
者
と
異
な
り
、
ソ
ラ
ー
ノ
と
リ
ン
チ
夫
人
に
友
好

的
で
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
信
頼
を
得
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
、
全
財
産
を
リ
ン
チ
夫
人
に
遺
贈
す
る
旨
の
遺
言
を
作
成
し
、
マ
ッ
ク
マ
ホ
ン
に
託

す
る
。
そ
し
て
、
退
去
す
る
マ
ッ
ク
マ
ホ
ン
に
夫
人
と
子
供
た
ち
を
連
れ
出
し
て
貰
う
こ
と
も
考
え
る
。
し
か
し
、
リ
ン
チ
夫
人
の
頭

に
は
そ
の
よ
う
な
選
択
は
全
く
な
か
っ
た
。
多
少
誇
張
の
嫌
い
が
あ
る
に
せ
よ
、
彼
女
が
兵
を
指
揮
し
て
い
た
、
と
も
い
わ
（
３
）

れ
る
。

一
八
七
〇
年
三
月
一
日
の
早
朝
、「
敵
襲
」
の
声
で
セ
ー
ロ
・
コ
ー
ラ
の
宿
営
地
は
騒
然
と
な
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
兵
に
武
器
を
取
る

こ
と
を
命
じ
、
婦
女
子
は
森
に
避
難
を
指
示
す
る
。
リ
ン
チ
夫
人
は
馬
車
に
子
供
た
ち
と
い
た
。
長
男
の
パ
ン
チ
ョ
が
馬
車
を
動
か
そ

う
と
し
た
時
、
ブ
ラ
ジ
ル
兵
が
接
近
す
る
。
母
親
の
武
器
を
捨
て
な
さ
い
、
と
い
う
声
も
届
か
ず
、
パ
ン
チ
ョ
は
サ
ー
ベ
ル
を
抜
き
、

抵
抗
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
を
殺
害
さ
れ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
は
乗
馬
し
、
河
の
方
に
逃
れ
る
が
、
馬
が
泥
に
脚
を
と
ら
れ
、
落
馬
し
た
と

こ
ろ
を
、
殺
害
さ
（
４
）

れ
る
。
こ
れ
で
、
戦
争
は
終
っ
た
。

（
１
）

Pendle,
op.

cit.,
p.

20
et

seq.;
R

oett
and

Sacks,
op.

cit.,
p.28

et
seq.;

N
ickson,

op.
cit.,

p.
355;

W
arren

w
ith

assistance
of

W
ar

ren,
P

araguay,
p.

2
et

seq.

（
２
）

R
ees.

op.
cit.,

p.
266.

（
３
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,
P

araguay,
p.

15.

（
４
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
289

et
seq.

な
お
、
自
殺
説
も
あ
る
。
歴
史
学
研
究
会
編
『
世
界
史
年
表
』（
一
九
九
四
年
、
岩
波
書
店
）、
二
三
三
ペ

ー
ジ
。
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一
二

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
帰
国

リ
ン
チ
夫
人
の
金
髪
が
目
立
ち
、
ブ
ラ
ジ
ル
兵
は
夫
人
を
視
認
す
る
。
夫
人
は
ユ
ニ
オ
ン
ジ
ャ
ッ
ク
の
旗
を
か
ざ
し
、
イ
ギ
リ
ス
国

民
で
あ
る
こ
と
を
言
い
、
正
当
な
扱
い
を
求
め
る
。
子
供
た
ち
を
守
る
た
め
で
も
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
、
運
ば
れ
て
来
た
ソ
ラ
ー
ノ
の

遺
骸
、
そ
し
て
、
彼
女
の
目
の
前
で
戦
死
し
た
息
子
の
遺
骸
を
埋
葬
す
る
。
ブ
ラ
ジ
ル
兵
の
助
力
を
断
わ
っ
て
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
生

き
残
っ
た
四
人
の
息
子
と
と
も
に
、
逃
避
行
に
同
行
し
て
い
た
友
人
の
デ
ィ
ア
ス
夫
人
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
土
を
掘
っ
た
。
そ
し
て
、

夫
と
息
子
を
埋
葬
し
た
。
死
者
に
対
す
る
祈
り
の
言
葉
は
な
か
っ
た
。
同
行
し
て
い
た
ソ
ラ
ー
ノ
の
母
（
前
大
統
領
の
未
亡
人
）
は
、

埋
葬
に
立
ち
会
い
、
わ
が
子
、
我
が
孫
の
遺
骸
に
涙
（
１
）

す
る
。

翌
二
日
、
リ
ン
チ
夫
人
の
一
行
は
、
陸
路
コ
ン
セ
プ
シ
オ
ン
に
、
次
い
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
砲
艦
で
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
向
か
っ
た
。
三

国
同
盟
軍
の
占
領
下
の
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
は
、
ロ
ペ
ス
家
二
代
の
圧
政
を
逃
れ
、
亡
命
し
て
い
た
人
た
ち
が
同
盟
軍
と
と
も
に
帰
国
し
、

臨
時
政
府
を
樹
立
し
て
お
り
、
三
月
一
九
日
、
ロ
ペ
ス
家
お
よ
び
リ
ン
チ
夫
人
の
資
産
を
没
収
す
る
政
令
を
発
（
２
）

す
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
の
老

母
、
妹
二
人
は
帰
宅
を
許
さ
れ
る
が
、
安
全
の
た
め
、
リ
ン
チ
夫
人
、
子
供
た
ち
、
デ
ィ
ア
ス
夫
人
は
港
に
停
泊
中
の
軍
用
船
（
捕
虜

収
容
所
の
代
用
）
に
収
容
さ
れ
る
。
五
月
四
日
、
臨
時
政
府
は
リ
ン
チ
夫
人
の
資
産
を
凍
結
し
、
夫
人
の
裁
判
の
準
備
を
命
ず
る
。
戦

争
中
、
夫
人
は
農
地
を
取
得
し
て
い
た
。
し
か
し
、
公
有
地
の
購
入
（
払
い
下
げ
）
は
、
代
金
を
戦
費
に
当
て
る
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、

私
有
地
の
購
入
は
、
敗
戦
を
見
越
し
て
、
リ
ン
チ
夫
人
の
名
義
で
財
産
を
保
全
し
よ
う
、
と
い
う
旧
所
有
者
の
考
え
か
ら
で
、
そ
の
資

金
は
パ
ラ
グ
ア
イ
渡
航
の
際
に
持
参
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
の
が
夫
人
の
言
い
分
で
あ
（
３
）

っ
た
。
リ
ン
チ
夫
人
は
、
子
供
た
ち
の
教

育
、
ま
た
元
大
統
領
の
未
亡
人
と
し
て
体
面
を
維
持
す
る
た
め
に
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
貯
え
た
資
産
が
必
要
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
れ

以
上
、
争
う
の
は
時
間
の
空
費
、
と
判
断
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
保
護
の
下
で
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
を
去
り
、
そ
し
て
イ
ギ
リ
ス
に
向
か
（
４
）

っ
た
。

――１２９（３８）



リ
ン
チ
夫
人
は
三
五
歳
。

パ
ラ
グ
ア
イ
は
疲
弊
し
き
っ
て
い
た
。
し
か
も
、
そ
の
帰
属
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
て
い
た
北
部
の
領
土
を
ブ
ラ
ジ
ル
に
、
ま
た
、
イ
エ

ズ
ス
会
が
布
教
し
て
い
た
地
域
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
割
譲
さ
せ
ら
れ
る
。
そ
れ
よ
り
も
、
最
大
の
損
失
は
人
的
資
源
で
あ
っ
た
。
三
国

同
盟
戦
争
の
開
戦
の
頃
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
人
口
は
五
二
万
五
千
と
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
戦
後
の
一
八
七
一
年
に
は
二
二
万
一
千
に
減

少
す
る
。
し
か
も
、
そ
の
う
ち
の
一
〇
万
六
千
が
女
性
、
八
万
六
千
が
子
供
、
そ
し
て
、
男
性
は
二
万
八
千
に
す
ぎ
な
か
（
５
）

っ
た
。

一
八
七
〇
年
七
月
一
八
日
、
リ
ン
チ
夫
人
、
四
人
の
男
の
子
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
他
の
愛
人
の
娘
で
、
リ
ン
チ
夫
人
の
養
女
と
な
っ
て
い

る
ロ
シ
ー
タ
・
カ
レ
ー
ラ
、
そ
れ
に
、
長
年
の
友
人
デ
ィ
ア
ス
夫
人
の
一
行
は
サ
ザ
ン
プ
ト
ン
に
上
陸
し
、
ロ
ン
ド
ン
に
向
か
う
。
そ

し
て
、
エ
ミ
リ
ア
ノ
・
ペ
ソ
ア
・
ロ
ペ
ス
の
出
迎
え
を
受
け
る
。
エ
ミ
リ
ア
ノ
は
、
や
は
り
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
別
の
愛
人
の
息
子
で
あ
る
。

「
夫
」
と
愛
息
を
失
っ
て
か
ら
、
ま
だ
四
ヶ
月
し
か
経
っ
て
い
な
い
。
リ
ン
チ
夫
人
は
現
実
に
即
し
て
考
え
る
性
格
で
、
休
む
間
も
な

く
、
翌
日
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
パ
リ
に
出
立
（
６
）

す
る
。

一
六
年
ぶ
り
の
パ
リ
で
あ
る
。
今
や
、
リ
ン
チ
夫
人
は
女
浦
島
で
あ
っ
た
。
パ
リ
は
プ
ロ
シ
ア
と
の
戦
争
で
騒
然
と
し
て
い
た
。
夫

人
が
パ
リ
に
到
着
し
た
、
そ
の
日
、
七
月
一
九
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
は
プ
ロ
シ
ア
に
宣
戦
を
布
告
す
る
。
皇
帝
は
、
二
一
歳
の
皇
太

子
を
帯
同
し
て
、
前
線
に
赴
く
。
皇
后
ウ
ジ
ェ
ニ
ー
は
摂
政
と
し
て
、
パ
リ
に
残
る
。
し
か
し
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
こ
の
よ
う
な
動
き

に
目
を
向
け
る
余
裕
が
な
か
っ
た
。
ロ
ン
ド
ン
に
残
し
た
子
供
の
末
の
子
、
レ
オ
ポ
ル
ド
急
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
か
ら
で
あ
る
。
夫

人
は
取
る
も
の
も
取
り
あ
え
ず
、
ロ
ン
ド
ン
に
急
行
す
る
。
夫
人
の
出
立
後
に
具
合
が
悪
く
な
り
、
夕
方
に
亡
く
な
っ
た
、
と
い
う
。

パ
ラ
グ
ア
イ
で
感
染
し
た
マ
ラ
リ
ア
で
あ
（
７
）

っ
た
。
半
年
の
間
に
、「
夫
」、
長
男
、
五
男
と
家
族
の
三
人
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
し
か

し
、
夫
人
は
、
重
な
る
悲
し
み
に
長
く
沈
む
こ
と
な
く
、
子
供
三
人
を
ロ
ン
ド
ン
郊
外
の
ク
レ
イ
ド
ン
の
寄
宿
学
校
に
入
学
さ
せ
る
。

夫
人
は
「
夫
」、
ま
た
子
供
た
ち
と
家
庭
内
で
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
会
話
し
て
い
た
の
で
、
教
育
は
フ
ラ
ン
ス
で
と
、
当
初
、
考
え
て
い

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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た
よ
う
だ
が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
の
経
験
の
後
だ
け
に
、
戦
乱
に
こ
れ
以
上
巻
き
込
ま
れ
た
く
な
い
と
い
う
気
持
ち
が
優
（
８
）

っ
た
。
普
仏
戦

争
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
不
利
に
展
開
し
、
九
月
四
日
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
三
世
が
降
伏
、
皇
后
は
イ
ギ
リ
ス
に
亡
命
す
る
。
翌
七
一
年
一
月
、

講
和
条
約
は
締
結
さ
れ
、
高
額
の
賠
償
金
を
課
せ
ら
れ
、
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
ー
レ
ヌ
を
割
譲
す
る
。
三
月
、
プ
ロ
シ
ア
軍
が
パ
リ
に
進
駐

す
る
。
リ
ン
チ
夫
人
に
と
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
軍
に
よ
る
ア
ス
ン
シ
オ
ン
占
領
の
後
だ
け
に
、
二
度
、
ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
っ
た
感
じ
で
あ
っ

た
。
同
じ
三
月
末
、
パ
リ
で
民
衆
が
蜂
起
し
、
パ
リ
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
動
乱
が
五
月
末
ま
で
（
９
）

続
く
。

一
三

パ
ラ
グ
ア
イ
再
訪
と
晩
年

子
供
た
ち
の
入
学
手
続
き
が
終
る
と
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
ソ
ラ
ー
ノ
と
彼
女
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
代
理
人
ジ
ェ
ロ
ー
氏
か
ら
、

「
夫
」
が
リ
ン
チ
夫
人
と
子
供
た
ち
の
生
活
費
と
し
て
医
師
の
ス
チ
ュ
ア
ー
ト(W

illiam
Stew

art)

に
寄
託
し
て
い
た
金
銭
の
支
払
い

（
１
）

Y
oung,

op.
cit.,

p.
189

et
seq,;

R
ees,

op.
cit.,

p.
289

et
seq,;

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
234

et
seq.

（
２
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,
P

araguay,
p.

234.

（
３
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
299.

（
４
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
300

et
seq.

（
５
）

Pendle,
op.

cit.,
p.

22.

（
６
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
303.

（
７
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
304.

（
８
）

R
ees,

op.
cit.,

p.
305.

（
９
）
福
井
憲
彦
編
『
フ
ラ
ン
ス
史
（
世
界
各
国
史

一
二
）』（
二
〇
〇
一
年
、
山
川
出
版
社
）、
三
四
三
ペ
ー
ジ
以
下
。
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を
請
求
し
た
と
こ
ろ
、
拒
否
さ
れ
た
こ
と
を
知
ら
さ
（
１
）

れ
る
。

ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
出
身
、
ク
リ
ミ
ア
戦
争
に
軍
医
と
し
て
従
軍
し
た
後
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
英
国
人
移
住
地

の
医
師
と
し
て
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
に
渡
航
す
る
が
、
移
住
地
の
解
散
後
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
行
き
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
父
、
カ
ル
ロ
ス
大
統
領

の
知
遇
を
得
、
大
統
領
の
個
人
医
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
、
後
継
し
た
ソ
ラ
ー
ノ
に
も
信
頼
さ
れ
、
リ
ン
チ
夫
人
も
含
め
、
一
家
の
ホ
ー

ム
・
ド
ク
タ
ー
と
な
り
、
平
行
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
陸
軍
の
軍
医
監
の
よ
う
な
要
職
に
就
任
し
て
お
り
、
そ
の
頃
、
パ
ラ
グ
ア
イ
政
府

に
勤
務
す
る
外
国
人
の
中
で
最
高
給
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。
医
師
は
「
寵
臣
」
の
一
人
で
あ
っ
た
。

一
八
七
〇
年
七
月
三
〇
日
、
リ
ン
チ
夫
人
は
エ
デ
ィ
ン
バ
ラ
の
裁
判
所
に
債
権
の
確
認
と
支
払
い
を
求
め
る
訴
え
を
ス
チ
ュ
ア
ー
ト

医
師
に
対
し
提
起
す
る
。
そ
の
詳
細
な
法
律
論
議
に
本
稿
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
訴
え
の
内
容
は
次
ぎ
の
二
者
に
大
別
さ
れ
る
。
一
つ

は
、
マ
テ
茶
問
題
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
六
五
年
、
三
国
同
盟
戦
争
勃
発
の
頃
、
ソ
ラ
ー
ノ
大
統
領
は
マ
テ
茶
を
自
己
の
名

義
で
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
輸
出
す
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
の
兄
弟
が
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
貿
易
商
で
あ

る
こ
と
も
あ
っ
て
、
医
師
の
名
前
で
輸
出
す
る
。
こ
の
取
引
の
内
容
を
記
述
す
る
、
一
八
六
七
年
一
月
一
七
日
付
け
の
兄
弟
間
の
書
簡

を
リ
ン
チ
夫
人
は
保
管
し
て
お
り
、
そ
の
取
引
の
利
益
は
ソ
ラ
ー
ノ
、
そ
し
て
、
夫
人
と
子
供
た
ち
が
受
取
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
と

い
う
の
が
夫
人
の
主
張
で
、
こ
の
書
簡
も
証
拠
と
し
て
法
廷
に
提
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
大
統
領
か
ら

の
贈
与
で
あ
っ
た
、
と
反
論
し
た
。
二
つ
は
、
金
貨
問
題
と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
一
八
六
八
年
一
〇
月
、
戦
局
は
パ
ラ
グ
ア
イ
に

不
利
に
展
開
し
て
い
る
頃
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
イ
タ
リ
ア
領
事
を
介
し
て
、
七
万
ド
ル
の
金
貨
を
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら
持
ち
出
し
、

ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
の
銀
行
に
医
師
の
名
義
で
預
託
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
本
来
、
リ
ン
チ
夫
人
に
帰
属
す
る
も
の
で
、
こ
の
事
情
を
明

記
す
る
一
〇
月
一
七
日
付
け
の
書
類
を
夫
人
は
保
管
し
て
お
り
、
こ
れ
も
提
出
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
、
そ
の

書
類
は
脅
迫
、
強
制
の
下
で
書
い
た
も
の
、
と
反
論
す
る
。
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こ
の
訴
訟
の
進
行
を
め
ぐ
っ
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
、
リ
ン
チ
夫
人
の
立
場
で
あ
る
。
こ
の
訴
訟
の
形
式
上
の

原
告
は
、
リ
ン
チ
夫
人
の
「
代
理
人
」
ジ
ェ
ロ
ー
氏
で
あ
っ
た
が
、
実
質
上
の
原
告
リ
ン
チ
夫
人
の
資
格
で
あ
る
。
本
稿
で
リ
ン
チ
夫

人
の
呼
称
を
用
い
て
い
る
が
、
形
式
上
と
い
う
か
法
律
上
は
、
彼
女
は
、「
夫
」
カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
と
の
離
婚
が
成
立
し
て
い
な

い
以
上
、
カ
ッ
ト
ル
フ
ァ
ー
ジ
ュ
夫
人
で
あ
り
、
当
時
の
法
制
度
で
は
、
夫
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
訴
え
を
出
来
な
か
っ
た
。
そ
の
た

め
、
夫
人
は
、
二
〇
年
も
前
に
作
成
さ
れ
た
委
任
状
、
お
よ
び
そ
の
事
情
を
七
〇
年
に
認
証
し
た
書
類
を
提
出
（
２
）

す
る
。
こ
の
訴
訟
に
は
、

ジ
ェ
ロ
ー
氏
、
リ
ン
チ
夫
人
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
出
廷
し
て
い
な
い
。
法
廷
弁
護
士
の
法
律
論
の
争
い
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

医
師
の
弁
護
士
は
、
訴
訟
は
パ
ラ
グ
ア
イ
の
法
廷
が
管
轄
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
、
一
八
七
〇
年
五
月
四
日
付
け
の
パ
ラ
グ

ア
イ
臨
時
政
府
の
政
令
（
ロ
ペ
ス
家
お
よ
び
リ
ン
チ
夫
人
に
帰
属
す
る
全
財
産
を
没
収
す
る
）
を
提
出
す
る
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
の

未
払
い
給
与
、
ま
た
、
収
用
さ
れ
た
医
師
夫
人（
パ
ラ
グ
ア
イ
人
）の
財
産
の
補
償
で
あ
る
こ
と
の
主
張
な
ど
、
の
論
議
を
展
開
す
る
。

一
年
に
わ
た
っ
た
審
理
の
後
、
一
八
七
一
年
八
月
、
結
審
す
る
。
裁
判
官
は
、
金
貨
問
題
に
つ
い
て
、
陪
審
の
結
論
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
リ
ン
チ
夫
人
の
熱
意
の
故
か
、
医
師
の
主
張
を
不
信
し
て
か
、
新
し
い
証
拠
の
提
出
ま
で
、
判
断
を
保
留
す
る
。
次
ぎ
に
、
マ
テ

茶
問
題
に
つ
い
て
、
リ
ン
チ
夫
人
側
の
主
張
を
容
認
す
る
。
し
か
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
が
主
張
す
る
未
払
い
給
与
の
額
を
差
し
引

い
た
残
額
の
支
払
い
を
命
ず
る
。
結
果
的
に
は
、
夫
人
は
労
多
く
し
て
功
少
な
し
、
で
あ
っ
た
。
リ
ン
チ
夫
人
の
財
産
は
、
見
込
み
よ

り
か
な
り
目
減
り
し
た
。
な
お
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
医
師
は
、
そ
れ
以
上
の
追
求
を
逃
れ
る
た
め
か
、
自
己
の
破
産
を
申
立
て
た
後
、
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン
に
出
国
す
る
。

こ
う
し
て
い
る
夫
人
に
、
微
か
な
希
望
が
一
つ
芽
生
え
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
に
残
し
た
財
産
、
主
と
し
て
土
地
の
取
り
戻
し
の
可
能
性

で
（
３
）

あ
る
。
と
い
う
の
は
、
話
し
は
少
々
さ
か
の
ぼ
る
。
三
国
同
盟
戦
争
の
最
中
、
ブ
ラ
ジ
ル
艦
隊
が
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
来
攻
し
た
時
、

リ
ン
チ
夫
人
も
市
民
と
と
も
に
、
脱
出
す
る
が
、
そ
の
直
前
、
夫
人
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
在
住
の
フ
ラ
ン
ス
人
弁
護
士
デ
・
エ
ッ
サ
ー
ル

――１２５（４２）
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に
代
理
権
を
付
与
し
、
購
入
し
て
い
た
土
地
の
権
利
書
を
預
（
４
）

け
る
。
夫
人
が
戦
争
中
、
い
ろ
い
ろ
の

理
由
、
事
情
か
ら
土
地
を
相
当
に
購
入
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
し
て
い
る
。
こ
の
書
類
を
使
っ
て
所
有
権
を
主
張
す
る
こ
と
に
、
夫
人

は
一
縷
の
望
み
を
も
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
と
の
訴
訟
の
最
中
、
デ
・
エ
ッ
サ
ー
ル
弁
護
士
殺
害
の
知
ら
せ
が
届
く
。

多
く
の
書
類
が
そ
の
際
、
持
ち
出
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
夫
人
に
と
り
幸
い
に
も
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
フ
ラ
ン
ス
領
事
が
、
略
奪
、
散

逸
を
防
ぎ
、
書
類
を
領
事
館
に
引
き
取
り
、
フ
ラ
ン
ス
に
送
付
す
る
。
こ
の
連
絡
を
受
け
、
一
九
七
四
年
の
初
め
、
リ
ン
チ
夫
人
は
パ

リ
を
訪
れ
、
必
要
と
す
る
書
類
を
入
手
す
る
。
そ
う
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
新
大
統
領
ヒ
ル(Juan

B
autista

G
ill)

（
七

四
年
六
月
就
任
）
か
ら
招
待
の
趣
旨
の
書
簡
を
受
取
る
。
そ
の
頃
、
大
統
領
も
絶
え
ず
変
っ
て
い
る
。
ヒ
ル
大
統
領
の
「
招
待
」
の
意

図
は
明
確
で
は
な
い
。
良
く
見
れ
ば
、
贖
罪
に
近
い
気
持
ち
か
ら
か
、
悪
く
取
れ
ば
、
脅
迫
し
、
あ
る
い
は
逮
捕
し
関
係
書
類
を
取
り

上
げ
、
紛
争
に
終
止
符
を
打
つ
た
め
だ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
ロ
ペ
ス
家
、
リ
ン
チ
夫
人
名
義
の
土
地
は
収
用
さ
れ
、
多
く
の
公
有

地
と
と
も
に
、
民
間
に
廉
価
で
払
い
下
げ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
け
る
世
論
は
後
者
で
あ
（
５
）

っ
た
。

一
八
七
五
年
六
月
一
七
日
の
週
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
一
七
歳
の
エ
ン
リ
ー
ケ
を
同
伴
、
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
に
到
着
す
る
。
記
録
は

な
い
が
、
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
と
カ
ル
ロ
ス
も
一
緒
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
一
ヶ
月
後
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
到
着
。
夫
人
は

再
び
時
の
人
に
な
る
。
忘
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
偉
大
な
南
米
の
英
雄
の
未
亡
人
と
し
て
迎
え
る
声
と
さ
ら
に
訴
訟
を
提
起
す
る
た

め
に
帰
国
し
た
の
か
、
と
見
る
人
た
ち
も
い
た
。
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
は
、
弁
護
士
が
夫
人
に
群
が
る
。
夫
人
を
種
に
一
稼
ぎ
し
ょ

う
と
す
る
弁
護
士
た
ち
で
あ
っ
た
。
夫
人
は
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
政
府
を
相
手
に
訴
訟
を
起
こ
す
。
ア
ス
ン
シ
オ

ン
時
代
の
家
具
調
度
が
連
邦
政
府
の
庁
舎
（
大
統
領
官
邸
？
）
で
使
用
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
回
収
を
求
め
る
訴

訟
は
上
手
く
行
か
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
が
、
夫
人
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
再
訪
を
決
意
さ
せ
る
切
掛
け
と
な
る
。
一
〇
月
一
六
日
、
ヒ
ル

大
統
領
の
善
意
、
好
意
を
信
頼
し
て
、
リ
ン
チ
夫
人
は
エ
ン
リ
ー
ケ
と
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
向
か
っ
た
。
途
中
、
河
を
下
る
イ
ギ
リ
ス
公
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使
と
遭
遇
し
、
現
地
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
の
艦
長
宛
の
紹
介
状
を
貰
う
。
一
週
間
の
船
旅
の
後
、
一
〇
月
二
四
日
、

二
人
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
上
陸
す
る
。
波
止
場
、
市
場
の
人
た
ち
は
、
リ
ン
チ
夫
人
と
分
か
る
と
、
集
ま
り
、
挨
拶
し
、
多
く
の
人
か

ら
握
手
、
抱
擁
で
、
歓
迎
さ
れ
る
。
夫
人
は
、
旧
友
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
一
時
行
動
を
と
も
に
し
た
デ
ィ
ア
ス
夫
人
を
訪
ね
、
少
憩
す

る
。
リ
ン
チ
夫
人
は
、
慎
重
に
、
上
陸
直
前
、
イ
ギ
リ
ス
艦
の
艦
長
に
、
緊
急
の
場
合
の
保
護
を
お
願
い
し
て
い
た
。
大
統
領
官
邸
に

訪
問
予
定
を
連
絡
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
意
外
に
も
、
大
統
領
か
ら
、
次
ぎ
の
便
船
で
の
退
去
を
求
め
ら
れ
る
。
夫
人
帰
国
を
知
っ
た
ア

ス
ン
シ
オ
ン
の
上
層
階
層
の
女
性
た
ち
が
夫
人
退
去
を
陳
情
し
た
の
で
あ
る
。そ
の
日
の
夜
半
、イ
ギ
リ
ス
の
艦
長
の
護
衛
を
受
け
て
、

夫
人
と
エ
ン
リ
ー
ケ
は
イ
ギ
リ
ス
の
軍
艦
に
乗
り
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
帰
る
。
そ
し
て
、
夫
人
は
自
己
の
立
場
を
明
ら
か
に
す
る

た
め
『
異
議
申
立
て
書
』
を
執
筆
す
る
。
法
に
訴
え
て
財
産
を
回
復
す
る
望
み
を
断
た
れ
て
、
夫
人
は
フ
ラ
ン
ス
に
帰
る
こ
と
を
決
意

す
る
。
そ
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
全
財
産
を
エ
ン
リ
ー
ケ
に
委
譲
し
、
偉
大
な
英
雄
の
子
、
そ
の
血
統
の
承
継
者
と
し
て
、
父
の
も
の

で
あ
っ
た
財
産
の
回
復
の
戦
い
の
継
続
を
求
（
６
）

め
た
。
帰
仏
に
あ
た
り
、
明
文
は
な
い
が
、
カ
ル
ロ
ス
は
兄
と
残
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

フ
ェ
デ
リ
ー
コ
は
、
数
年
後
毋
の
死
亡
時
に
パ
リ
に
居
た
か
ら
、
母
に
同
行
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
っ
た
リ
ン
チ
夫
人
に
訴
訟
が
一
つ
待
っ
て
い
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
政
府
に
よ
る
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
マ
テ
茶
販
売
の
代
理

人
で
あ
っ
た
ク
ー
リ
エ
氏(Jam

es
C

urrie)

に
対
す
る
訴
訟
で
あ
る
。
ソ
ラ
ー
ノ
に
帰
属
す
る
金
銭
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
パ
ラ

グ
ア
イ
政
府
、
国
民
に
帰
属
す
る
、
と
い
う
根
拠
で
あ
っ
た
。
エ
ン
リ
ー
ケ
か
ら
連
絡
を
受
け
て
、
リ
ン
チ
夫
人
は
、
ソ
ラ
ー
ノ
故
人

の
相
続
人
で
あ
る
こ
と
を
裁
判
所
に
届
け
出
て
、
原
告
の
一
人
に
な
る
。
裁
判
所
は
夫
人
に
好
意
的
で
、
パ
ラ
グ
ア
イ
政
府
が
訴
え
を

取
り
下
げ
る
と
、
被
告
が
供
託
し
た
保
証
金
が
夫
人
に
交
付
さ
（
７
）

れ
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
訴
訟
で
得
た
金
銭
は
僅
少
で
、
訴
訟
の
都
度
、

費
用
ば
か
り
嵩
む
。
そ
の
上
、
フ
ラ
ン
ス
の
敗
戦
の
結
果
、
フ
ラ
ン
ス
の
銀
行
へ
の
預
金
は
目
減
り
す
る
。
夫
人
は
訴
訟
を
止
め
る
。

そ
し
て
、
慎
ま
し
く
生
活
す
る
こ
と
に
し
、
住
居
も
、
そ
れ
ま
で
のA

venue
U

lrich

一
番
地
の
マ
ン
シ
オ
ン
か
らB

oulevard
Pereire
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五
四
番
地
の
ア
パ
ー
ト
（
貸
し
部
屋
）
に
変
え
る
。
新
住
居
は
、
収
入
が
限
ら
れ
て
い
る
老
女
が
入
居
し
て
い
る
場
所
で
あ
る
。
こ
の

転
居
は
、
生
活
の
様
式
の
変
化
も
意
味
し
て
い
た
。
夫
人
は
子
供
た
ち
か
ら
生
活
費
の
援
助
を
う
け
る
こ
と
を
拒
否
し
て
い
た
よ
う
で

あ
る
。
プ
ラ
イ
ド
の
問
題
で
あ
（
８
）

ろ
う
。
亡
く
な
る
ま
で
の
九
年
間
の
動
静
に
つ
い
て
記
録
は
な
い
。
た
だ
、
三
年
か
け
て
、
コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー
プ
ル
、
聖
地
パ
レ
ス
チ
ナ
へ
の
巡
礼
の
旅
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。

一
八
八
六
年
七
月
二
五
日
、
リ
ン
チ
夫
人
は
亡
く
な
る
。
姿
を
見
せ
な
い
の
で
、
不
審
に
思
っ
た
隣
人
が
警
察
に
連
絡
し
、
二
日
前

に
亡
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
臨
終
に
立
ち
会
っ
た
人
も
な
く
、
孤
独
な
死
で
あ
っ
た
。
パ
リ
に
住
ん
で
い
る
フ
ェ
デ
リ
ー
コ

に
連
絡
す
る
。
彼
は
、
数
日
お
き
に
母
親
を
訪
問
し
て
い
た
ら
し
い
。
夫
人
の
死
因
は
胃
ガ
ン
で
、
栄
養
障
害
も
あ
っ
た
ら
し
い
。
胃

の
痛
み
の
た
め
、
食
事
を
取
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
死
亡
証
明
書
に
は
、
氏
名
が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
未
亡

人
、
職
業
が
金
利
生
活
者
と
記
述
さ
れ
た
。
そ
し
て
近
く
の
教
会
で
葬
儀
が
営
ま
れ
、
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ(Père

L
achaise)

（
９
）

墓
地

に
葬
ら
れ
た
。
費
用
は
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
が
支
払
っ
た
。
そ
の
頃
、
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
は
パ
リ
の
電
話
会
社
で
管
理
職
の
地
位
に
あ
っ
た
。

長
兄
の
エ
ン
リ
ー
ケ
と
弟
の
カ
ル
ロ
ス
は
、
遠
く
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
で
遺
産
の
取
り
戻
し
、
そ
し
て
、
父
母
の
名
誉
回
復
に
奮
闘
中
で
あ

（
１０
）

っ
た
。
一
八
八
六
年
は
わ
が
国
の
明
治
一
九
年
、
ア
メ
リ
カ
で
は
、
一
〇
月
末
、
自
由
の
女
神
が
建
立
さ
れ
て
お
り
、
翌
八
七
年
か
ら

パ
リ
で
は
エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
の
工
事
が
始
ま
っ
て
い
る
。

リ
ン
チ
夫
人
の
生
涯
の
記
述
を
こ
こ
で
終
え
て
は
、
夫
人
が
哀
れ
で
あ
る
。
そ
の
後
の
名
誉
回
復
を
次
に
記
述
す
る
。

（
１
）
訴
訟
に
関
し
て
、
リ
ン
チ
夫
人
の
評
伝
の
多
く
の
記
述
は
簡
単
で
あ
る
。
左
記
が
詳
記
す
る
。

B
rodsky,

op.
cit .,p.245

et
seq.

も
っ
と
も
、
裁
判
所
名
、
判
決
日
が
未
記
載
で
あ
る
。

（
２
）
三
の
註
５
を
参
照
。

（
３
）

B
rodsky, op.

cit.,
p.

252
et

seq.
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一
四

ソ
ラ
ー
ノ
と
リ
ン
チ
夫
人
の
名
誉
回
復

父
ソ
ラ
ー
ノ
と
母
リ
ン
チ
夫
人
名
義
の
土
地
は
広
大
で
あ
っ
た
。
パ
ラ
グ
ア
イ
の
チ
ャ
コ
地
方
な
ど
の
農
地
な
ど
、
合
計
す
る
と
、

二
四
〇
万
エ
ー
カ
ー
に
近
い
。
加
え
て
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
市
内
な
ど
の
宅
地
、
住
宅
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
一
八
七
〇
年
三
月
一
九
日

付
け
政
令
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
不
動
産
は
す
べ
て
政
府
の
管
理
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
夫
人
は
こ
れ
ら
の
土
地
の
取
り
戻
し
を
半
ば
諦

（
４
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,
P

araguay,
p.

235.

（
５
）
ブ
ラ
ジ
ル
の
圧
力
で
、
リ
ン
チ
夫
人
を
誘
き
寄
せ
、
逮
捕
ま
た
は
殺
害
が
計
画
さ
れ
て
い
た
と
い
う
説
も
あ
る
。W

arren
w

ith
the

assis-

tance
of

W
arren,

P
araguay,

p.
238.

な
お
、
ロ
ペ
ス
家
支
配
の
崩
壊
後
に
就
任
し
た
、
す
ぐ
れ
て
反
ロ
ペ
ス
派
の
リ
ヴ
ァ
ロ
ー
ラ
が
大
統

領
は
リ
ン
チ
夫
人
の
全
財
産
の
収
用
の
政
令
を
発
し
て
い
る
。Brodsky,

op.
cit.,

p.
255

et
seq.;

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,

R
ebirth

,
p.

174.

ち
な
み
に
、
政
情
の
不
安
定
は
、
そ
の
後
も
続
き
、
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
三
二
年
の
間
、
三
頭
政
治
一
回
、
大
統
領
三

二
人
が
登
場
し
て
い
る
。Pendle, op.

cit.,
p. 23.

（
６
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren, P
araguay

,
p.

237
et

seq.;
B

rodsky
op.

cit.,
p.

256
et.

seq.

（
７
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
260.

（
８
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
261.

（
９
）
こ
の
墓
地
に
は
、
ユ
ー
ゴ
、
コ
ン
ト
な
ど
著
名
人
が
多
く
葬
ら
れ
て
お
り
、
観
光
名
所
に
な
っ
て
い
る
。『
パ
リ
（
ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ

ー
ン
ガ
イ
ド
）』（
２
版
）（
一
九
九
四
年
、
実
業
乃
日
本
社
）
二
四
二
ペ
ー
ジ
以
下
。

（
１０
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.265
et

seq.

な
お
、
エ
ン
リ
ー
ケ
は
、
一
八
八
一
年
商
用
で
イ
ギ
リ
ス
に
出
張
し
た
と
い
う
。(W

arren
w

ith
the

assistance
of

W
arren,

R
ebirth

,
174.

）
ま
た
、
一
八
八
五
年
に
イ
ギ
リ
ス
で
結
婚
し
て
お
り
（
後
、
離
婚
）、
そ
の
妻
の
義
理
の
娘
が
、

母
か
ら
聞
い
た
「
祖
母
の
思
い
で
」
を
執
筆
し
て
い
る
と
い
う
。(B

rodsky,
op.

cit.,
p.

244.)

結
婚
の
際
、
エ
ン
リ
ー
ケ
は
母
と
会
う
機

会
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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め
、
そ
の
処
分
に
つ
い
て
の
全
権
を
エ
ン
リ
ー
ケ
に
委
任
し
た
。

エ
ン
リ
ー
ケ
は
十
分
な
活
動
資
金
が
な
く
、
人
脈
も
乏
し
か
っ
た
が
、
間
も
な
く
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
在
住
の
パ
ラ
グ
ア
イ
か
ら

の
亡
命
者
の
グ
ル
ー
プ
と
知
り
合
う
。
そ
の
人
た
ち
は
「
パ
ラ
グ
ア
イ
委
員
会
」
と
い
う
組
織
を
作
っ
て
い
た
。
委
員
会
の
主
要
メ
ン

バ
ー
は
、「
ロ
ペ
ス
」
の
名
前
の
利
用
を
考
え
る
。
そ
し
て
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
財
産
の
活
用
案
を
思
い
つ
く
。
パ
ラ
グ
ア
イ
で
眠
っ
て
い

る
ソ
ラ
ー
ノ
の
財
産
を
引
き
当
て
に
「
債
券
」
を
発
行
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
売
り
出
す
計
画
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
七
月
、
エ
ン
リ
ー

ケ
と
カ
ル
ロ
ス
兄
弟
を
帯
同
し
て
、
委
員
会
の
ゴ
ド
イ
氏
は
イ
ギ
リ
ス
に
出
立
し
た
。
投
資
家
グ
ル
ー
プ
は
か
な
り
食
指
を
動
か
す
が
、

投
資
の
回
収
の
可
能
性
が
疑
わ
れ
、
結
局
、
こ
の
計
画
は
成
功
し
な
か
（
１
）

っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
る
と
、
一
八
八
三
年
、
エ
ン
リ
ー
ケ
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
に
赴
き
、
カ
バ
ジ
ェ
ロ
大
統
領
（
任
期
一
八
八
〇
年
か

ら
一
八
八
六
年
）
を
訪
ね
、
父
母
の
財
産
の
取
り
戻
し
に
対
す
る
支
援
を
懇
請
し
、
好
意
的
な
返
事
を
受
け
る
。
大
統
領
は
リ
ン
チ
夫

人
の
古
い
知
人
で
あ
っ
た
。
他
の
知
人
も
好
意
的
で
あ
る
。
し
か
し
。
同
時
に
、
ソ
ラ
ー
ノ
お
よ
び
リ
ン
チ
夫
人
に
対
す
る
反
感
が
ま

だ
根
強
い
こ
と
も
忠
告
さ
れ
る
。
エ
ン
リ
ー
ケ
は
、
母
の
努
力
で
、
イ
ギ
リ
ス
で
教
育
を
受
け
、
語
学
に
秀
で
、
そ
の
態
度
は
紳
士
的

で
、
会
う
人
に
好
感
を
持
た
（
２
）

れ
た
。
彼
は
、
父
母
の
財
産
の
取
り
戻
し
と
父
母
の
名
誉
回
復
と
い
う
、
両
面
作
戦
を
平
行
し
て
進
め
る
。

一
八
八
五
年
、
彼
は
、
リ
ン
チ
夫
人
に
帰
属
す
る
土
地
に
抵
当
権
な
ど
が
設
定
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し
、
そ
の
土
地
を
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
の
投
資
家
（
投
機
家
？
）
グ
ル
ー
プ
に
売
却
す
る
。
買
主
へ
の
名
義
変
更
の
請
求
を
契
機
に
、
法
律
論
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た

が
、
一
八
八
八
年
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
最
高
裁
判
所
の
判
決
で
こ
の
取
引
が
容
認
さ
れ
る
。
エ
ン
リ
ー
ケ
は
、
続
け
て
、
土
地
の
売
却

を
進
（
３
）

め
る
。

他
方
、
父
母
の
名
誉
回
復
は
大
事
で
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、
父
母
に
つ
い
て
虚
偽
を
取
り
こ
ん
だ
、
悪
意
、
中
傷
に
満
ち
た
書
物
が
多

く
出
版
さ
れ
、
流
布
し
て
（
４
）

い
た
。
そ
の
中
で
、
言
わ
ば
敵
地
に
た
だ
一
人
で
乗
り
込
ん
だ
形
で
、
エ
ン
リ
ー
ケ
は
、
ね
ば
り
強
く
、
忍

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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耐
を
持
っ
て
、
誤
解
を
解
く
べ
く
努
力
す
る
。
彼
が
そ
う
い
う
努
力
を
始
め
た
頃
、
状
況
と
い
う
か
雰
囲
気
が
変
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。

ソ
ラ
ー
ノ
の
戦
死
後
、
パ
ラ
グ
ア
イ
を
支
配
し
た
占
領
軍
の
乱
暴
狼
藉
、
略
奪
、
さ
ら
に
、
占
領
軍
に
協
力
し
た
亡
命
者
の
兵
、
占
領

軍
の
下
で
成
立
し
た
臨
時
政
府
の
施
策
は
不
適
切
で
、
経
済
不
安
、
生
活
の
窮
乏
と
重
な
っ
て
、
国
民
に
不
満
が
鬱
積
さ
せ
る
。
こ
れ

が
、
パ
ラ
グ
ア
イ
国
民
の
一
種
の
愛
国
心
を
醸
し
出
し
、
亡
き
独
裁
者
に
対
す
る
郷
愁
の
よ
う
な
感
情
を
生
ぜ
し
め
る
。
こ
う
し
た
動

き
を
背
景
に
、
ロ
ペ
ス
支
持
者
を
中
心
に
コ
ロ
ラ
ド
党
が
結
成
さ
れ
る
。
エ
ン
リ
ー
ケ
は
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
新
聞
『
ラ
・
パ
ト
ゥ
リ
ア
』

の
経
営
、編
集
に
携
わ
り
、
父
母
に
対
す
る
誤
解
を
解
く
論
陣
を
展
開
す
る
。
そ
し
て
、
コ
ロ
ラ
ド
党
に
も
関
与
す
る
。
一
八
九
七
年
、

彼
は
初
等
教
育
の
学
監
に
就
任
す
る
と
、
そ
の
地
位
を
利
用
し
て
、
父
母
の
名
誉
回
復
の
た
め
の
広
報
宣
伝
に
努
め
た
と
も
言
わ
（
５
）

れ
る
。

そ
の
頃
に
な
る
と
、
そ
れ
ま
で
孤
独
に
戦
い
を
進
め
て
い
た
彼
の
ま
わ
り
に
、
ロ
ペ
ス
家
の
血
縁
者
（
例
え
ば
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
妹
の
子
）、

本
来
は
敵
で
あ
る
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
政
敵
の
血
縁
者
ま
で
、
集
ま
る
。
一
九
〇
一
年
の
、
コ
ロ
ラ
ド
党
の
勝
利
に
終
っ
た
内
戦
に
も
参
加

す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
、
父
ソ
ラ
ー
ノ
を
顕
彰
す
る
動
き
、
行
事
が
い
く
つ
か
催
さ
れ
る
が
、
父
の
名
誉
の
完
全
な
回
復
を

見
る
こ
と
な
く
、
エ
ン
リ
ー
ケ
は
一
九
一
七
年
に
亡
く
（
６
）

な
る
。

ソ
ラ
ー
ノ
の
名
誉
回
復
の
趨
勢
に
拍
車
を
か
け
た
の
は
、
国
防
、
そ
し
て
そ
の
た
め
に
愛
国
心
を
鼓
吹
す
る
軍
の
動
き
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
っ
た
の
は
、
三
国
同
盟
戦
争
の
悲
惨
さ
を
知
ら
な
い
。
一
八
七
五
年
以
降
に
誕
生
し
た
若
い
世
代
の
人
た
ち

の
増
加
で
あ
る
。
名
誉
回
復
の
直
接
の
切
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
頃
か
ら
始
ま
っ
た
、
隣
国
ボ
リ
ビ
ア
と
の
国
境

を
め
ぐ
る
紛
争
で
あ
る
。
一
九
三
二
年
か
ら
三
五
年
に
両
国
は
戦
火
を
交
え
る
（
チ
ャ
コ
（
７
）

戦
争
）。
こ
の
戦
争
に
際
し
て
の
大
統
領
の

軟
弱
な
姿
勢
を
批
判
し
て
、
一
九
三
六
年
一
月
、
フ
ラ
ン
コ
将
軍
が
武
力
で
政
権
を
奪
取
す
る
。
将
軍
は
全
体
主
義
的
国
家
の
建
設
を

標
榜
し
、
愛
国
心
を
鼓
吹
、
そ
の
た
め
、
国
家
に
貢
献
し
た
軍
人
の
顕
彰
を
推
進
す
る
。
そ
の
英
雄
の
一
人
と
し
て
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

・
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ぺ
ス
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
三
月
一
日
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
戦
死
の
六
六
周
年
に
亡
き
ソ
ラ
ー
ノ
の
栄
誉
を
讃
え
る
行
事

――１１９（４８）



を
催
す
こ
と
を
命
ず
る
。
さ
ら
に
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
記
憶
を
抹
殺
す
る
、
す
べ
て
の
法
令
の
無
効
も
宣
言
す
る
。
そ
し
て
、
ソ
ラ
ー
ノ
の

銅
像
を
建
立
し
、
町
名
に
ソ
ラ
ー
ノ
の
名
前
を
復
活
さ
せ
た
。
さ
ら
に
、
ソ
ラ
ー
ノ
が
戦
死
し
た
セ
ー
ロ
・
コ
ー
ラ
の
古
戦
場
か
ら
、

リ
ン
チ
夫
人
と
子
供
た
ち
の
手
で
埋
葬
さ
れ
た
ソ
ラ
ー
ノ
の
遺
骸
を
掘
り
返
し
、
ア
ス
ン
シ
オ
ン
の
国
家
英
雄
顕
彰
宮
に
安
置
し
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
名
誉
は
回
復
さ
れ
、
そ
の
子
孫
は
ソ
ラ
ー
ノ
・
ロ
ペ
ス
家
と
し
て
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
名
門
と
遇

さ
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。
同
国
の
駐
日
大
使
（
一
九
九
九
年
当
時
の
）
も
そ
の
家
系
で
あ
（
８
）

っ
た
。

次
に
リ
ン
チ
夫
人
の
名
誉
回
復
で
（
９
）

あ
る
。
夫
人
の
存
在
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
す
っ
か
り
忘
れ
ら
れ
、
時
折
、
卑
俗
な
大
衆
向
き
の
小

説
の
題
材
に
さ
れ
る
く
ら
い
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
パ
ラ
グ
ア
イ
で
は
、
夫
人
か
ら
数
え
て
第
三
世
代
、
第
四
世
代
と
な
っ
て
い
る
夫

人
の
血
縁
者
が
結
束
し
て
、
祖
母
、
曾
祖
母
、
曾
曾
祖
母
の
名
誉
回
復
を
願
っ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
曾
孫
、
曾
曾
孫
に
パ
ラ
グ
ア
イ
の

国
連
大
使
、
前
述
の
駐
日
大
使
、
大
学
教
授
な
ど
、
社
会
的
に
影
響
力
の
あ
る
人
も
い
た
。
こ
の
人
た
ち
に
、
文
学
者
の
グ
ル
ー
プ
が

加
わ
る
。
文
学
者
は
、
そ
れ
ま
で
の
リ
ン
チ
夫
人
に
関
す
る
評
伝
が
虚
構
で
あ
っ
た
、
と
言
う
反
省
か
ら
、
復
権
に
回
っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
神
格
化
が
目
標
で
は
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
、
作
家
の
な
か
に
は
、
リ
ン
チ
夫
人
を
あ
ま
り
に
も
持
ち
上
げ
、
逆
の
意
味
で

虚
構
を
書
き
込
み
、
血
縁
者
の
ひ
ん
し
ゅ
く
を
買
う
よ
う
な
も
の
も
い
た
。
こ
う
し
た
動
き
の
な
か
で
、
政
府
あ
る
い
は
血
縁
者
の
依

頼
も
な
い
の
に
、
リ
ン
チ
夫
人
の
遺
骨
（
遺
灰
）
が
パ
リ
の
ペ
ー
ル
・
ラ
シ
ェ
ー
ズ
墓
地
か
ら
持
ち
出
さ
れ
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に

運
ば
（
１０
）

れ
る
。
そ
し
て
、
一
九
六
一
年
七
月
二
五
日
、
リ
ン
チ
夫
人
の
逝
去
七
五
周
年
、
ソ
ラ
ー
ノ
の
生
誕
一
三
五
周
年
に
当
た
る
日
、

ス
ト
ロ
エ
ス
ネ
ル
大
統
領
は
、
夫
人
の
遺
骨
を
迎
え
る
式
典
を
、
国
家
英
雄
顕
彰
宮
で
催
し
た
。
し
か
し
、
夫
人
が
正
式
の
妻
で
な
い

こ
と
を
理
由
に
、
教
会
が
ソ
ラ
ー
ノ
の
横
に
安
置
す
る
こ
と
に
反
対
し
た
た
め
、
式
典
後
、
さ
し
あ
た
り
、
遺
骨
（
遺
灰
）
は
宮
殿
の

隣
の
国
防
省
の
特
別
室
に
安
置
さ
れ
、
ラ
・
コ
レ
ー
タ
の
墓
地
に
改
め
て
埋
葬
さ
れ
た
。
幼
く
し
て
亡
く
な
っ
た
コ
リ
ン
ヌ
・
ア
デ
ラ

イ
デ
嬢
の
墓
の
す
ぐ
傍
で
あ
っ
た
。
た
だ
、
墓
碑
名
に
は
、
エ
リ
ー
ザ
・
ア
リ
シ
ア
・
リ
ン
チ
と
記
さ
れ
る
。
パ
リ
の
墓
地
の
墓
碑
銘

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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に
あ
っ
た
「
ロ
ペ
ス
」
が
削
除
さ
れ
て
い
た
。
夫
人
は
ど
う
思
っ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

（
１
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren, R
ebirth,

p. 174
et

seq. .
（
２
）
エ
ン
リ
ー
ケ
の
人
と
な
り
に
つ
い
て
は
、
下
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

C
enturión, ob.

cit.,
T

om
o

1
,

p .558
y

sgtes.

（
３
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,
R

ebirth
,

p.
176

et
seq.

（
４
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
315

et
seq.

（
５
）

W
arren

w
ith

the
assistance

of
W

arren,
R

ebirth
,

p.
113.

（
６
）
ち
な
み
に
、
弟
の
カ
ル
ロ
ス
は
兄
と
行
動
を
と
も
に
し
て
い
た
が
、
世
に
出
る
こ
と
な
く
、
一
九
二
九
年
に
ア
ス
ン
シ
オ
ン
で
亡
く
な
り
、

パ
リ
に
い
た
フ
ェ
デ
リ
ー
コ
は
、
そ
の
後
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
電
話
事
業
の
立
ち
上
げ
に
参
加
し
、
ブ
エ
ノ
ス
ア
イ
レ
ス
で
亡
く
な
っ
て
い

る
（
没
年
不
詳
）。B

rodsky,
op.

cit.,
p.

275
et.

seq.

（
７
）
チ
ャ
コ
戦
争
に
つ
い
て
、
さ
し
あ
た
り
、
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

堀
口
九
萬
一
『
南
米
及
び
西
班
牙
』（
昭
和
八
年
、
平
凡
社
）
五
七
ペ
ー
ジ
以
下
。

増
田
義
郎
編
『
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
史

〓
』（
二
〇
〇
〇
年
、
山
川
出
版
社
）
三
四
六
ペ
ー
ジ
以
下
（
松
下
洋
執
筆
）

（
８
）
田
中
裕
一
『
南
米
の
パ
ラ
ダ
イ
ス

パ
ラ
グ
ア
イ
に
住
む
』〔
一
九
九
九
年
、
ア
ゴ
ス
ト
）、

五
七
ペ
ー
ジ
。

（
９
）

B
rodsky,

op.
cit.,

p.
279

et
seq.

（
１０
）
奇
妙
に
も
、
こ
の
遺
骨（
遺
灰
）を
収
め
た
柩
が
密
輸
に
悪
用
さ
れ
る
と
い
う
事
件
が
発
覚
し
て
い
る
。B

rodsky,
op.

cit.,
p.

284
et

seq.

当
時
の
パ
リ
駐
在
の
パ
ラ
グ
ア
イ
領
事
の
回
顧
談
も
興
味
深
い
。G

ustavo
R

iego,
T

estim
onio:

L
a

Sigilosa
R

epatriacion
de

los

R
estos

de
E

lisa
A

licia
L

ynch.
http://w

w
w

.ultim
ahora.com

/C
orreo/26−

02−
2005/articulos/N

R
02.H

T
M
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一
五

結
び

以
上
、
エ
リ
ー
ザ
・
ア
リ
シ
ア
・
リ
ン
チ
夫
人
の
生
涯
を
素
描
し
た
。
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
で
生
ま
れ
、
フ
ラ
ン
ス
で
少
女
時
代
を
過
ご

し
、
遠
く
、
未
知
の
南
米
パ
ラ
グ
ア
イ
に
渡
り
、
一
時
、
栄
華
を
極
め
る
が
、「
夫
」
の
戦
死
後
、
子
供
を
連
れ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰

り
、
子
供
の
教
育
に
当
た
り
、
生
活
費
捻
出
の
た
め
、
訴
訟
に
狂
奔
す
る
。
パ
ラ
グ
ア
イ
に
残
し
た
財
産
を
取
り
戻
す
た
め
、
再
度
パ

ラ
グ
ア
イ
に
行
く
が
、
成
功
せ
ず
、
学
業
を
終
え
た
子
供
に
後
事
を
託
し
て
、
晩
年
は
ひ
っ
そ
り
暮
ら
し
、
孤
独
で
亡
く
な
る
。

彼
女
の
評
価
は
多
様
で
（
１
）

あ
る
。
こ
こ
で
は
立
ち
入
ら
な
い
。
当
時
、
南
米
で
教
育
水
準
が
高
く
、
対
外
債
務
が
皆
無
で
あ
っ
た
パ
ラ

グ
ア
（
２
）

イ
は
、
三
国
同
盟
戦
争
の
敗
戦
の
結
果
、
弱
小
国
に
転
落
す
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
戦
争
開
始
と
い
う
政
策
決
定
の
誤
り
を
、「
夫
」

ソ
ラ
ー
ノ
に
影
響
力
の
あ
っ
た
リ
ン
チ
夫
人
の
責
任
で
あ
る
と
す
る
批
判
は
酷
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
で
一
人
の
女
性
と
し
て
リ
ン
チ
夫
人
を
と
ら
え
る
場
合
の
感
想
の
み
記
そ
う
。
私
が
驚
嘆
す
る
の
は
、
彼
女
の
強
靱
さ
、
努
力
、

実
行
力
、「
夫
」
と
子
供
へ
の
愛
で
あ
る
。
目
前
で
戦
死
し
た
「
夫
」
と
長
男
を
自
ら
の
手
で
土
を
掘
り
、
埋
葬
す
る
な
ど
、「
地
獄
」

に
立
ち
向
か
う
姿
は
鬼
神
に
近
い
。「
夫
」
の
家
族
、
そ
れ
に
連
な
る
パ
ラ
グ
ア
イ
の
上
層
階
層
の
女
性
の
冷
遇
に
耐
え
な
が
ら
の
、

自
己
の
啓
発
・
向
上
へ
の
努
力
も
類
を
見
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
帰
国
直
後
、
末
子
が
亡
く
な
り
、
半
年
間
に
肉
親
を
三
人
失
う
。
そ

の
不
幸
、
悲
し
み
に
も
め
げ
ず
、
間
を
置
く
こ
と
な
く
、
残
さ
れ
た
子
供
の
教
育
費
用
捻
出
の
た
め
、
訴
訟
に
取
り
か
か
る
実
行
力
も

並
の
女
性
に
は
な
い
。
正
式
に
結
婚
で
き
な
か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
激
戦
地
に
赴
き
、
最
後
ま
で
「
夫
」
と
行
動
を
と
も
に
し
た

こ
と
は
、
愛
情
の
一
つ
の
表
現
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の
「
夫
」
は
彼
女
を
裏
切
り
続
け
、
他
の
女
性
と
の
間
に
子
を
な
し
て
い

る
が
、「
夫
」
の
戦
死
後
、
そ
の
子
を
引
き
取
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
同
伴
し
、
養
育
を
試
み
て
い
る
。
そ
の
寛
大
さ
と
い
う
か
、
心
の

広
さ
も
特
筆
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
彼
女
と
ソ
ラ
ー
ノ
の
関
係
は
、
正
式
の
婚
姻
で
は
な
く
、
言
い
方
を
変
え
れ
ば
、
コ
モ
ン
・
ロ
ー
・

傾城の美姫「エリーザ・リンチ夫人」小伝
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マ
リ
ッ
ジ
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
道
徳
感
か
ら
見
れ
ば
、
不
倫
関
係
の
継
続
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
、
彼
女
の
心
に

罪
を
意
識
さ
せ
て
い
た
か
も
知
れ
な
い
。
そ
し
て
、
訴
訟
が
示
す
よ
う
な
財
産
に
対
す
る
執
着
は
、
幼
少
時
代
の
飢
餓
、
貧
窮
へ
の
恐

怖
に
よ
る
ト
ラ
ウ
マ
が
原
因
で
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
、
晩
年
の
聖
地
へ
の
巡
礼
の
旅
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
贖
罪
を
意

識
し
て
い
た
か
の
よ
う
に
思
え
る
。
そ
し
て
、
成
人
し
た
子
供
た
ち
か
ら
の
支
援
を
拒
否
し
た
態
度
は
、
彼
女
の
強
さ
が
頑
固
と
い
う

か
片
意
地
と
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
両
者
が
合
わ
さ
っ
て
、
孤
独
な
生
活
、
死
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
と
も
あ
れ
、
こ

れ
は
一
人
の
女
性
の
生
涯
の
物
語
で
あ
る
。

（
１
）
リ
ン
チ
夫
人
を
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
人
々
は
郷
里
の
生
ん
だ
偉
人
の
よ
う
に
見
て
い
る
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
読
ん
だ
左
記
を
参
照
さ
れ
た

い
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
リ
ン
チ
夫
人
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
閲
覧
で
き
る
。
若
い
時
代
の
も
の
お
よ
び
晩
年
の

も
の
あ
る
。

（http://w
w

w
.irlandeses.org

http://w
w

w
.irishargentine.org/beautybeast.htm

（
２
）
当
時
、
多
く
の
点
で
パ
ラ
グ
ア
イ
は
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
を
圧
倒
し
て
い
た
こ
と
を
左
記
は
指
摘
す
る
。

Juan,
C

arlos
C

hristensen,
H

istoria
A

rgentina
sin

M
itos

de
C

olón
a

P
erón

,
1990,

B
uenos

A
ires

(G
rupo

E
ditor

L
at

inoam
eri-

cano),
p.

520.
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